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持続可能な
　集落再生を目指して



上勝中学校

上勝小学校

彩保育園

一　般

か
み
か
つ
棚
田
の
め
ぐ
み

               

感
動
ビ
ジ
ネ
ス
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

八
重
地
の
棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

八
重
地
の
棚
田
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

上
勝
町
連
合
運
動
会

上
勝
町
連
合
運
動
会
を
開
催
開
催

上
勝
町
連
合
運
動
会
を
開
催

上
勝
町
連
合
運
動
会
は
九
月
二
十
一
日

に
上
勝
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ

保
育
園
児
、
小
学
校
児
童
、
中
学
校
生
徒
、

一
般
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
総
勢

三
百
名
近
く
の
幅
広
い
世
代
の
参
加
者
が
、

各
競
技
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
汗
を
か

き
、
大
盛
況
の
の
ち
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

十
月
十
八
日
、
に
ほ
ん
の
里
百
選
に

選
定
さ
れ
た
八
重
地
地
区
に
お
い
て
、

八
百
八
十
八
本
の
竹
筒
に
入
れ
た
ロ
ウ

ソ
ク
の
灯
り
に
よ
り
、
棚
田
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
国
土
交
通
省
の
地
域
づ

く
り
活
動
支
援
体
制
整
備
事
業
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
、
か
み
か
つ
棚
田
の

め
ぐ
み
活
用
会
議
︵
や
い
た
か
︵
八
重

地
、
市
宇
、
田
野
々
、
樫
原
の
集
落
︶
、

徳
島
銀
行
、
上
勝
町
︶
に
よ
り

構
成
す
る
団
体
が
交
付
決
定
を

受
け
、
﹁
上
勝
町
に
お
け
る
棚

田
資
源
等
を
主
と
す
る
地
域
資

源
を
活
用
し
た
、
集
落
の
発
意

に
よ
る
感
動
あ
る
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
を
行
い
、
持
続
可
能

な
集
落
再
生
を
目
指
す
。
﹂
こ

と
を
目
的
に
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

棚
田
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

は
、
八
重
地
地
区
活
性
化
協
議

会
が
事
業
主
体
と
な
り
、
各
種

団
体
と
連
携
し
、
地
元
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
︵
述
べ
二
百
八
名
︶

が
準
備
、
運
営
を
し
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
継
続
的

に
地
域
資
源
を
活
用
し
た
集
落

組
織
の
発
意
の
保
全
・
活
用
に

取
り
組
み
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
を
目
指
し
集
落
が
活
性
化
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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彩
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

第
三
十
七
回

テ
ニ
ス
大
会
結
果

ポスターの部優秀賞　竹 中 　 晶さん

第
三
十
七
回
彩
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
九
月
二
十

八
日
に
福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

十
八
チ
ー
ム
、
五
十
四
人
が

参
加
し
、
接
戦
の
末
、
中
津
賀

す
み
れ
チ
ー
ム
が
団
体
優
勝
し
、

個
人
の
部
で
は
佐
々
木
知
惠
子

さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

団
体
の
部

︵
得
点
︶

優

勝

中
津
賀
す
み
れ

︵
一
三
一
︶

山 

西 

艶 

子
、
田 

中 

芳 

子
、

佐
々
木
知
惠
子

準
優
勝

ど
ん
ぐ
り︵
一
三
六
︶

第
三
位

あ
じ
さ
い︵
一
四
二
︶

個
人
の
部

︵
得
点
︶

優

勝

佐
々
木
知
惠
子︵
三
八
︶

準
優
勝

浅 

田 

美 

秋︵
四
一
︶

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

︵
順
不
同
︶

明 

本 

恭 

子
、
浅 

田 

美 

秋
、

大 

栗 

松 

子
、
岡 

崎 

光 

子
、

日 

下 

艶 

子
、
佐
々
木
知
惠
子
、

錦
内
フ
ミ
子
、
水 

引 

静 

子
、

森 

長 

文 

惠
、
横 

畠 

奨 

大

ニ
ア
ピ
ン
賞

岡 

崎 

光 

子
、
佐
々
木
知
惠
子
、

武
田
ミ
サ
エ
、
田 

中 

久 

子
、

寺
内
の
り
子
、
松 

坂 

純 

枝
、

森 

長 

文 

惠

ブ
ー
ビ
ー
賞

福 

本 

力 

丸

十
月
十
二
日
、
福
原
農
村
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
八
チ
ー

ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
参
加
者
の
年
齢

幅
が
広
い
た
め
交
流
も
同
時
に

は
か
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

百
野

（恭）
・
百
野

（大）
ペ
ア

準
優
勝

明
本
・
藤
井
ペ
ア

上勝町体育協会主催

団体優勝：中津賀すみれ

個人優勝：佐々木知惠子

準優勝：明本・藤井ペア 優勝：百野（恭）・百野（大）ペア

非行防止ポスター・標語優秀作品平成26年度

平
成
二
十

六
年
度
﹁
非

行
防
止
ポ
ス

タ
ー
・
標
語

優
秀
作
品
﹂

は
、
小
松
島

地
方
防
犯
連

合
会
、
小
松

島
質
屋
古
物

営
業
防
犯
協

力
会
、
小
松

島
警
察
署
の

主
催
に
よ
り
、

小
松
島
市
、

勝
浦
郡
を
対

象
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
語
の
部
最
優
秀
賞 

平
尾
未
来
さ
ん
︵
一
年
︶
は
、

﹁
表
情
を
見
る
だ
け
で
わ
か
り
合
え
る
仲
間
づ
く
り
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
作
り
ま
し
た
。
賞
に
選

ば
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

○

標
語
の
部

最
優
秀
賞

一
年

平 

尾 

未 

来
さ
ん

見
逃
す
な
い
つ
も
と
違
う
友
の
顔

入

選

三
年

藤 

井 

香 

綸
さ
ん

や
め
よ
う
よ

君
の
笑
顔
が
見
た
い
か
ら

二
年

竹 

中 
 

葵
さ
ん

本
当
の

友
で
あ
る
な
ら

声
か
け
て

○

ポ
ス
タ
ー
の
部

優

秀

賞

三
年

竹 

中 
 

晶
さ
ん

入

選

三
年

藤 

井 

香 

綸
さ
ん

一
年

中 

田 

美 

咲
さ
ん
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3,814,340

2,926,380

2,925,420

960

887,960

299,950

345,564

112,666

20,100

40,719

13,124

11,198

41,068

876

2,695

3,401,173

2,655,214

2,654,254

960

745,959

228,503

342,872

80,341

20,100

6,282

13,124

11,198

40,461

383

2,695

△　4.3

△　3.0

△　3.0

△27.3

△　8.6

△　8.0

1.3

△　6.9

△　3.6

△88.1

△　5.3

△19.6

△　0.2

2.4

493.6

413,167

271,166

271,166

0

142,001

71,447

2,692

32,325

0

34,437

0

0

607

493

0

総　　　　 額

普 通 会 計

一 般 会 計

奨 学 資 金 会 計

特 別 会 計

国民健康保険事業勘定会計

介 護 保 険 会 計

上勝町診療所会計

福 原 診 療 所 会 計

東地区簡易水道会計

西地区簡易水道会計

いっきゅう地区簡易水道会計

後期高齢者医療会計

高 鉾 財 産 区 会 計

福 原 財 産 区 会 計

決算
総額 34億117万3千円

　平成25年度の決算が、9月定例議

会で認定されました。町民の皆さん

から納めていただいた税金や地方交

付税などの収入で明るく活力に満ち

た住みよい町づくりに努めました。

　普通会計の決算は、歳入総額29

億2,638万円、歳出総額26億5,521

万4千円で、歳入歳出差引額は、2

億7,116万6千円となり、翌年度へ繰

り越すべき財源7,323万円を差し引

いた実質収支額は1億9,793万6千円

の黒字決算であります。

　普通建設事業費は増加したものの、

公債費、災害復旧費などが減少した

ことにより、歳出決算額は前年度よ

り8千2百8万円減少しました。

　基金（貯金）残高は前年度より1

億9,820万6千円（5.0％）増加し41

億7,275万5千円となっています。ま

た、地方債（借金）残高は8,955万3

千円（3.6％）減少し24億2,540万円

となっています。

　実質公債費比率は、前年度の5.7

％から0.7ポイント改善して5.0％と

なっています。

　経常収支比率は、82.0％から0.8

ポイント減少し81.2％となりました

が、依然高い水準で推移しています。

　本町は自主財源が乏しく、ほとん

どの財源を交付税・補助金等に依存

しており、国・県の財政状況の影響

を受ける構造となっているため、歳

入歳出の見直しを行うなど財政の健

全化に努めていく必要があります。

　なお、国家公務員の給与減額に合

わせ、本町職員の給与減額した金額

（2,210千円）を上勝の次代を担う子

どもたちの教育に資するために、教

育振興基金に積み立てしております。

平成25年度

決  算
平成25年度決算の概要 （単位：千円、％）

歳　入区　　　分 歳　出 対前年度
増 減 率

差 引

（地方財政状況調査による決算額のため、決算書とは数値が異なる場合があります。）

・電源立地地域対策交付金事業……………………………
・交通安全対策事業…………………………………………
・コミュニティ助成事業……………………………………
・活力ある地域づくり事業…………………………………
・地域おこし協力隊活動事業………………………………
・起業人材確保育成事業……………………………………
・空き屋活用整備事業………………………………………
・上勝町集落再生プロジェクト事業………………………
・過疎集落等自立再生事業…………………………………
・自治会ネットワークシステム実証事業…………………
・「いっきゅうと彩の里」魅力発信支援事業……………
・課題解決先進市町村戦略交付金事業……………………
・町営バス運行委託事業……………………………………
・土地登記情報総合管理システム導入事業………………
・住民基本台帳ネットワークシステム機器更改事業……
・上勝町長選挙…………………………………………………
・参議院議員通常選挙………………………………………
・老人保護措置費…………………………………………
・乳幼児医療費………………………………………………
・彩保育園自動火災報知設置工事…………………………
・放課後児童健全育成事業…………………………………
・再生可能エネルギー活用促進事業………………………
・合併処理浄化槽設置整備事業………………………………
・青年就農給付金事業………………………………………
・中山間地域等直接支払事業………………………………
・東部広域農道負担金………………………………………
・中瀬津地区簡易給水施設整備事業………………………
・地籍調査事業………………………………………………
・有害鳥獣買上金……………………………………………
・燃油等高騰対策支援事業…………………………………
・森林基盤整備事業…………………………………………
・森林境界の明確化事業……………………………………
・商工業等振興事業…………………………………………
・社会資本整備総合交付金事業…………………………
・福川単独住宅建築事業……………………………………
・自主防災組織育成助成事業………………………………
・災害対策用プライベートルーム購入……………………
・スクールバス運行委託事業………………………………
・重要文化的景観保護推進事業……………………………

平成25年度に行った主な事業
4,870千円
1,096千円
4,100千円
2,000千円

18,347千円
15,293千円
4,494千円

12,898千円
14,506千円
1,500千円
3,552千円
1,325千円

24,663千円
3,665千円
5,240千円
195千円

2,820千円
105,069千円

3,537千円
1,260千円
4,000千円
3,499千円
996千円

15,000千円
23,397千円
2,500千円

14,093千円
88,510千円
13,175千円
1,866千円

78,151千円
17,050千円
19,821千円

181,626千円
43,511千円
1,623千円
2,125千円

13,884千円
11,160千円
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扶助費 8.6％
2億2,937万3千円

依

存
財

源

82.4％

自
主財源

29億2,638万円

普通会計

歳  入 地方交付税
      53.2％

15億5,694万8千円
国県支出金
  　   19.7％

5億7,457万6千円

町債 7.1％
 2億850万円

2.4
％

12.8％

4.8％

普
通
会
計
決
算︵
目
的
別
︶と
町
民
一
人
当
た
り
の
歳
出　
上
段
⋯
目
的
別
決
算
額
　
下
段
⋯
町
民
一
人
当
た
り︵
決
算
額
を
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
町
の
人
口
一
千
七
百
七
十
四
人
で
割
っ
た
額
︶

繰越金
使用料及び手数料
諸収入
分担金及び負担金
繰入金
財産収入
寄附金

1億6,793万4千円
4,407万6千円
7,009万2千円
2,885万9千円
4,377万7千円
1,391万2千円

451万円  　

町　税
〔内訳〕 固定資産税
　　　 町民税
　　　 軽自動車税
　　　 市町村たばこ税
　　　 入湯税

1億4,167万9千円
8,546万6千円
4,467万2千円

572万6千円
408万9千円
172万4千円

総務費
733,139千円

(413,269円)

公債費
326,103千円

(183,824円)

土木費
382,678千円

(215,715円)

教育費
140,515千円

(79,208円)

衛生費
142,291千円

(80,209円)

労働費
93,390千円

(52,644円)

消防費
31,807千円

(17,930円)

災害復旧費
32,833千円

(18,508円)

議会費
45,952千円

(25,903円)

商工費
21,741千円

(12,255円)

物件費
19.4％
5億1,511万円

公債費 
12.3％
3億2,610万

　　3千円

扶助費 8.6％
2億2,937万3千円

普通建設事業費
17.7％
4億7,007万3千円

災害復旧事業費
1.2％ 3,283万3千円

維持補修費
1.4％ 3,752万6千円

投資及び
出資貸付金 0.1％
55万5千円

繰出金 6.2％
1億6,519万円

性質別歳出の状況

民生費
430,909千円

(242,902円)

273,856千円

(154,372円)

農林水産業費

17
.6％

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金 
地方特例交付金
株式等譲渡所得割交付金
利子割交付金 
交通安全対策特別交付金
配当割交付金

4,427万1千円
1,452万9千円

897万2千円
9万6千円

248万7千円
36万1千円
0万円　

80万1千円

26億5,521万4千円

普通会計

歳  出

その
他

の
経

費
44.1％ 義務的経

費
37.0％

人件費
16.1％
4億2,616万3千円 

投資的経費18.9％

補助費等 7.9％
2億1,066万5千円 

補助費等 7.9％
2億1,066万5千円 

積立金 9.1％
2億4,162万

3千円

積立金 9.1％
2億4,162万

3千円

5
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平成26年度 上半期の財政状況（平成26年９月30日現在）

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

上 勝 町 診 療 所

福 原 診 療 所

東 地 区 簡 易 水 道

西 地 区 簡 易 水 道

いっきゅう地区簡易水道

奨 学 資 金

後 期 高 齢 者 医 療

高 鉾 財 産 区

福 原 財 産 区

　 計 　

上勝町財政事情の公表に関する条例の規定により、平成26年度上半期の財政の状況を次のとおり公表します。

１ 予算執行状況

3,329,171

348,169

363,212

110,463

28,692

33,840

16,000

15,000

3,601

44,927

800

800

4,294,675

1,491,684

153,415

142,381

59,400

3,695

36,723

1,508

1,123

480

9,359

553

0

1,900,321

811,294

109,985

142,796

39,423

8,961

1,141

6,266

4,950

360

8,915

0

20

1,134,111

44.8

44.1

39.2

53.8

12.9

108.5

9.4

7.5

13.3

20.8

69.1

0.0

44.3

24.4

31.6

39.3

35.7

31.2

3.4

39.2

33.0

10.0

19.8

0.0

2.5

26.4

（単位：千円、％）

会計別

区　分
予  算  額

歳　　　　入

収 入 済 額

上半期分 収入率 支出率上半期分

歳　　　　出

支 出 済 額

　平成26年度の税制改正により、平成27年度から軽自動車税の税率変更が行われます。
　四輪車等は、平成27年4月1日以降に新規登録する（車検証の初度検査年月が平成27年４月
以降）車両から新税率が適用されます。
　平成27年３月31日までに新規登録した（車検証の初度検査年月が平成27年３月以前）車両は、
登録後13年まで、現在と同じ平成26年度の税額となります。
　新規登録（車検証の初度検査年月）から13年を経過した車両は、平成28年度から表２の「車
検証の初度検査年月から13年を経過した車両」の税率が適用されます。

軽自動車税の改正のお知らせ

表１　二輪車等

表２　軽四輪車等

軽自動車
四
輪
以
上 貨物用

乗　用
営業用

自家用

営業用

自家用

3 , 9 0 0 円

6 , 9 0 0 円

1 0 , 8 0 0 円

3 , 8 0 0 円

5 , 0 0 0 円

4 , 6 0 0 円

8 , 2 0 0 円

1 2 , 9 0 0 円

4 , 5 0 0 円

6 , 0 0 0 円

3 , 1 0 0 円

5 , 5 0 0 円

7 , 2 0 0 円

3 , 0 0 0 円

4 , 0 0 0 円

2 , 0 0 0 円

2 , 0 0 0 円

2 , 4 0 0 円

3 , 7 0 0 円

3 , 6 0 0 円

6 , 0 0 0 円

2 , 0 0 0 円

5 , 9 0 0 円

1 , 0 0 0 円

1 , 2 0 0 円

1 , 6 0 0 円

2 , 5 0 0 円

2 , 4 0 0 円

4 , 0 0 0 円

1 , 6 0 0 円

4 , 7 0 0 円

三　　　輪

車　種　区　分

車　種　区　分

税　　率　（　年　　額　）

税　　率　（　年　　額　）

平成26年度まで 平成27年度以降

平成27年4月1日以降に
新規登録した車両


車検証の初度検査年月
から13年を経過した車両


平成27年3月31日以前に
新規登録した車両


原 動 機 付
自　転　車

軽　二　輪

小 型 二 輪

小 型 特 殊

50㏄以下

50㏄超90㏄以下

90㏄超125㏄以下

ミ ニ カ ー

125㏄超250㏄以下

250㏄超

農 耕 作 業 用

そ の 他 の も の

税 務 課
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公共施設の指定管理者の募集について
　次の施設を平成27年４月から管理する指定管理者を募集します。

　現在の管理者が再度指定を受ける場合や新たに指定管理を受けようと思われる団体は、下記

の担当課へ手続きをお願いいたします。

■申込受付期間　平成26年11月17日㈪〜平成26年12月19日㈮ 必着

■指 定 の 期 間　平成27年４月１日㈬〜平成30年３月31日㈯まで

■募 集 要 件 等　施設により要件が異なりますので、詳細は担当課にお問い合わせください。

上勝町公共施設の指定管理者制度対象施設一覧

上勝町自然教育センター（あさひ）

上 勝 町 コ イ ン ラ ン ド リ ー 施 設

彩 保 育 園

上 勝 町 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

上 勝 町 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

上 勝 町 介 護 予 防 活 動 セ ン タ ー

上勝町滞在型農林業体験実習付帯施設
（いっきゅう茶屋）

上 勝 町 産 業 会 館

上勝町農林産業施設（上勝バイオ）

上 勝 町 特 用 林 産 物 栽 培 施 設 等
（庵ノ谷団地、中山団地）

上 勝 町 木 材 製 品 出 荷 調 整 施 設

上 勝 町 農 産 物 加 工 施 設 ( 旭 )

婦 人・若 者 等 活 動 促 進 施 設
（市宇集会所）

上勝町滞在型農林業体験実習拠点施設
（コテージ･キャンプ場）

上 勝 町 月 ヶ 谷 温 泉 交 流 施 設

南 岡 地 区 簡 易 給 水 施 設

日 浦 地 区 簡 易 給 水 施 設

樫 原 地 区 簡 易 給 水 施 設

府 殿 地 区 簡 易 給 水 施 設

中 瀬 津 地 区 簡 易 給 水 施 設

上 勝 町 藤 川 宿 泊 施 設

上 勝 町 福 原 宿 泊 体 験 施 設

ハ ー モ ニ ー ラ イ フ ク ラ ブ 旭  

社会福祉法人 上勝町社会福祉協議会

社 会 福 祉 法 人 　 彩 福 祉 会

社 会 福 祉 法 人 　 健 　 祥 　 会

社 会 福 祉 法 人 　 健 　 祥 　 会

特 定 非 営 利 活 動 法 人
ゼ ロ・ウ ェ イ ス ト ア カ デ ミ ー

いっきゅう茶屋管理運営協議会

上 勝 町 商 工 会

㈱ 上 勝 バ イ オ

㈱ 上 勝 バ イ オ

㈱ も く さ ん

彩 食 品 グ ル ー プ

市 宇 婦 人 活 動 セ ン タ ー
管 理 運 営 委 員 会

㈱ か み か つ い っ き ゅ う

㈱ か み か つ い っ き ゅ う

南岡地区簡易給水施設管理組合

日浦地区簡易給水施設管理組合

樫原地区簡易給水施設管理組合

府殿地区簡易給水施設管理組合

中 瀬 津 簡 易 給 水 施 設 管 理 組 合

㈱ い ろ ど り

　 新 　 規 　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

教育委員会

住 民 課

産 業 課

建 設 課

企画環境課

指定管理者に管理を行わせよう
と す る 公 の 施 設 の 名 称

担 当 課 現 在 の 指 定 管 理 者
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休　暇　の　種　類

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５．職員の服務の状況

⑷ 特別職・議員等の報酬の状況（平成25年４月１日現在）

⑴ 勤務時間

⑴ 処分者数

⑴ 福利厚生事業（徳島県市町村互助会に加入）

⑵ 福利厚生事業（上勝町）

⑵ 休暇制度

６．職員研修及び勤務成績の評定の状況

７．職員の福祉及び利益の保護の状況

⑶ 公務災害補償制度

① 会員数（平成25年４月１日現在）

② 財源

③ 事業内容

(※職員数は、特別職３名を含む)

区　分
給料・報酬月額

減額後給料・報酬 条例での給料・報酬 差　額

期末手当
支給割合

町 長

副 町 長

教 育 長

議 長

副 議 長

議 員

581,600円

523,800円

506,350円

257,000円

218,000円

182,000円

727,000円

582,000円

530,000円

257,000円

218,000円

182,000円

145,400円

58,200円

23,650円

0円

0円

0円

○6月期
1.40月分

○12月期
1.55月分

勤 務 を 要 す る 日

1日当たりの勤務時間

1週間当たりの勤務時間

毎週月曜日から金曜日までの週5日間
（国民の祝日及び12月29日から翌年の1月3日までを除く）

午前8時30分から午後5時15分まで
（午後零時から午後1時までの間は休憩時間）

38時間45分

有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給

特
　
　
　
別
　
　
　
休
　
　
　
暇

無
　
給

休　暇　日　数　等

年　次　休　暇 1年につき20日間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

感染症の予防及び感染症の患者に対する医
療に関する法律による交通しゃ断又は隔離

風水震火災その他の非常災害による交通しゃ断

風水震火災その他の天災地変による
職員の現住居の滅失又は破壊

その他交通機関の事故等の不可抗力の事故

裁判員、証人、鑑定人、参考人等として
官公署の呼出しに応ずる場合

選挙権その他公民としての権利の行使

骨髄移植のための骨随液の提供希望者としてその登
録の申出を行い、又は骨随移植のため配偶者、父母、子
及び兄弟姉妹以外の者に骨随液を提供する場合で、当
該申出又は提供に伴い必要な検査、入院等を行うとき

所轄公署の事務又は事業の運営上の必要に
基づく事務又は事業の全部又は一部の停止

通信教育における面接授業を受ける場合

国民体育大会に参加する場合

婚姻の場合

妊娠障害のため勤務すること
が著しく困難な場合

妊娠中の職員が通勤に利用する交通機関の混雑の程度が
母体又は胎児の健康保持に影響があると認められる場合

妊娠中又は分べん後に母子保健法第10条又は第13
条に規定する保健指導又は健康審査を受ける場合

分べんの場合

夏季休暇

小学校就学の始期に達するまでの子を養
育する職員が、その子の看護のため勤務し
ないことが相当であると認められる場合

職員が要介護者の介護その他の世話を行うため
勤務しないことが相当であると認められる場合

生理日に勤務することが著しく困難な場合

職員が生後1年に達しない生児を保育する場合

職員が配偶者の分べんに伴い勤務しな
いことが相当であると認められる場合

職員の配偶者が分べんする場合で、当該分べんに係る子又は小学
校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が、これらの子の
養育のため勤務しないことが相当であると認められる場合

父母、配偶者又は子の祭日

忌引

職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで次に掲げる社会に貢献
する活動（専ら親族に対する支援となる活動を除く。）を行う
場合で、その勤務しないことが相当であると認められる場合

その都度必要と認める期間

その都度必要と認める期間

その都度必要と認める期間。
ただし、10日以内。

その都度必要と認める期間

その都度必要と認める期間

その都度必要と認める期間

その都度必要と認める期間

その都度必要と認める期間

その都度必要と認める期間。ただし、1年につき20日以内。

その都度必要と認める期間

その都度必要と認める期間。ただし、7日以内。

当該妊娠期間中において7日の範囲
内で、その都度必要と認める期間

正規の勤務時間の始め又は終わりにつき、１日を通
じ１時間を超えない範囲内で各々必要と認める期間

妊娠7月まで4週間に１回。妊娠8月から9月まで2週間に1回。
妊娠10月から分べんまで1週間に1回。分べん後1年まで1回。

分べんの予定日前8週間目に当たる日から分べんの日後8
週間目に当たる日までの期間内において必要と認める期間

7月から9月までの期間内において5日

1年につき5日（その養育する小学校就学の始期に
達するまでの子が2人以上の場合にあっては10日）
の範囲内でその都度必要と認める日または時間

1年につき5日（要介護者が2人以上の場合にあっては
10日）の範囲内でその都度必要と認める日または時間

その都度必要と認める期間。ただし、３日以内。

1日2回（1回30分）

分べんのため入院する等の日から分べんの日後2週間目に当たる日まで
の期間において、2日の範囲内でその都度必要と認める日または時間

分べん予定日の8週間前の日から当該分べんの
日後の8週間を経過する日までの期間において
その都度必要と認める日または時間。５日以内。

その都度必要と認める期間。ただし、2日以内。

死亡者の区分に応じ、1日から10日の範囲内で必要と認める期間

その都度必要と認める日ま
たは時間。ただし、1年につ
き５日以内。

介護休暇

組合休暇

無給休暇

介護を必要とする一の継続する状態ごとに、連
続する6月の期間内で必要と認める期間

1年につき30日を超えない範囲内で、その都度必要と認める期間

任命権者又はその委任を受けた者が必要と認めた期間

◇取得実績　(期間　H25．1〜H25．12)

調査対象
職 員 数 区　分

年次休暇

取得総日数 平均取得日数

育児休業

内新規取得者

55人 取得者数 1人508日 9.2日 2人

４．職員の分限及び懲戒処分の状況

処分内容 処分者数 処分事由 処分内容 処分者数 処分事由

（単位：人）

（単位：人）

分
限
処
分

懲
戒
処
分

免 職

降 任

休 職

降 給

失 職

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

免 職

停 職

減 給

戒 告

訓告等

　全ての職員は、全体の奉仕者として公共の勤務のために勤務し、

職務遂行にあたっては全力で専念しなければなりません。

　職員には、命令に従う・秘密を守る義務や信用失墜行為・争議行

為の禁止・営利企業等の従事・政治行為の制限などが課せられます。

研修区分 研修内容等 受講者数

徳島県自治研修センター

徳島県自治研修センター以外の研修

市町村職員研修・新規採用職員研修・財務事務研修等

人権研修等

8

31

区　分 互 助 会 名会員数

上勝町職員（53人）

25年度決算額

一般財団法人 徳島県市町村職員互助会53人

年　度
会員掛金

（会員個人支出分）
（円）Ａ

町補助金
（公費支出分）

（円）Ｂ

594,424 594,701

その他の事業

助成事業

厚生事業

給付事業

互助年金事業（平成24年9月30日事業廃止）

人間ドック及び脳ドック助成・在宅介護助成・保養所利用助成・
遺児奨学助成・公的資格助成・旅行費用助成

銀婚祝品・ライフプランセミナー・退職記念品・スキー教室・
夏期保養施設・文化教養講座・子育て支援

医療費補助金・入院差額料・入院見舞金・結婚祝金・出産祝金・入
学祝・永年会員祝金・死亡弔慰金・災害見舞金・育児休業給付金・
育児休業一時金・介護休業給付金・介護休業一時金・退職餞別金

区　　分 受診者数

人間ドック

脳ドック

定期健康診断（徳島県総合健診センター外）

定期健康診断（上勝町診療所）

32人

7人

9人

2人

公務災害認定件数 通勤災害認定件数

1件 0件
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職務級 区分 職　　務 支給額 減額後（平均額）
6級・5級
５級
５級
５級
４級
４級
５級
４級
４級

１種
２種
３種
４種
４種
５種
６種
６種
７種

会計管理者・参事
総務課長
総務課長以外の課長等
総務課主幹・総務課課長補佐（総括）
総務課主幹・総務課課長補佐（総括）
総務課課長補佐（財政担当）
主幹
主幹
総務課課長補佐

60,000円以内
50,000円
39,000円
35,000円
31,000円
24,000円
19,000円
17,000円
17,000円

40,000円
40,000円
31,200円

0円
0円
0円

15,200円
0円

13,600円

1.2.3.4級 １種 診療所長 130,000円以内 104,000円

５級
４級

１種
１種

保健師長、看護師長
保健師長、看護師長

19,000円
17,000円

15,200円
0円

手　当　名 手　当　額 摘　要
医師手当
税務特殊勤務手当
現場作業手当
伝染病作業手当
死体処理手当
精神保健業務手当
野犬処理手当

予算の範囲内
2,000円
3,000円
1,000円
1,000円
500円
500円

月額
月額
月額
１件
１件
日額
日額短 大 ３ 卒

２．職員の給与の状況

条例定数からみた職員数 

平成25年度　上勝町人事行政の運営等の状況
上勝町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき公表します。

１．職員の任免及び職員数に関する状況

（単位：人）

（単位：人）

(※職員数は、退職派遣職員１名を除く)

(※兼務の場合は、上位職に計上）

平成23年
4月1日現在
職員数

平成25年
4月1日付
採用者数

平成25年
4月1日現在
職員数

平成24年4月1日
現在職員数
平成24年4月1日

採用者除く

平成24年度中

採用者数 退職者数

51 50 3 5 2 50

職　　　名 職員数 職　　　名 職員数

（単位：人）

会 計 管 理 者

参 事

課 長 等

主 幹

課 長 補 佐

係 長

事 務 主 任

主 事

主 事 補

医 師

保 健 師 長

保 健 師 補

看 護 師

理 学 療 法 士

用 務 員

　 計 　

1

2

6

0

10

3

7

4

8

1

1

1

3

1

2

50

区　　　　分

区　　分 平均給料月額

定　数 比較職員数
（H25.4月1日現在）

⑴ 町長の事務部局の職員

⑵ 議会の事務局の職員

⑶ 選挙管理委員会の職員

⑷ 監査委員の職員

⑸ 農業委員会の職員

⑹ 教育委員会の事務部局の職員

⑺ 教育委員会の所管に属する学校
及び学校以外の教育機関の職員

⑻ 国民健康保険診療所
会計の職員

職 員

事務局長

書 記

職 員

書 記

職 員

教 諭

職 員

医 師

看 護 師

理学療法士

職 員

57

1

1

1

4

2

4

3

4

1

1

79

38

1

1

1

3

0

1

1

3

1

0

50

▲ 19

▲  1
▲  2
▲  3
▲  2
▲  1

▲  1
▲ 29計

（１名）兼務

⑴ １人当たりの支給額（平成25年４月１日現在）

平均
年齢

行 政 職

技 能 労 務 職

医療職（医師等）

医療職（保健師・看護師等）

291,346円

256,550円

521,100円

289,681円

42.1歳

50.0歳

47.1歳

40.1歳

ラスパイレス指数

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

91.3

93.1

93.1

102.4
(94.6)

102.1

（94.4）

区　　分

一 般 行 政 職

区　　分

医療職（医　師）

医療職（看護師等）

区　　分

大　学　卒

博士課程修了

短　大　卒

医　大　卒

短 大 ２ 卒

高　校　卒

172,200円 152,800円

323,600円 237,700円

188,900円 180,500円

140,100円

153,300円

養 成 所 卒

⑵ 初任給基準

※職員の給料について、平成25年10月から平成26年３月ま
　で減額措置を実施。
※平成24・25年ラスパイレス指数の下段は、国家公務員の
　給与の改定及び臨時特例法に基づく給与減額支給措置が
　なかった場合の参考値。

⑶ 手当制度の状況

手当名 支　　給　　額　　等

1．行政職

管理又は監督の地位にある管理職員に対して支給
平成19年4月から支給額の定額化を実施（在職級・職務の級により支給額を決定）

2．医療職（医師等）

3．医療職（保健師・看護師等）

職員の勤務が著しく危険、不快、不健康または困難な
勤務その他著しく特殊な勤務と認められる場合に支給

扶養親族を有する職員に対して支給
・配偶者　月額　13,000円
・配偶者のいない扶養親族1人目　月額　11,000円
・その他　月額　6,500円
（扶養親族たる子のうち15〜22歳の者は、5,000円加算）

通勤距離（片道）が1㎞以上で自動車等を使用する職員に支給
・1㎞以上　2㎞未満　月額　2,400円
・2㎞以上　6㎞未満　月額　4,200円
・6㎞以上10㎞未満　月額　6,000円
・10㎞以上　　　　　月額　8,400円

自己所有の家に居住するか、借家等に居住し、家賃を
支払っている職員に支給
・借家等居住
　①月額23,000円以下の家賃を支払っている職員

家賃の月額から12,000円を控除した額
　②月額23,000円を超える家賃を支払っている職員

家賃の月額から23,000円を控除した額の2分の1
（その控除した額の2分の1が16,000円を超えると
きは16,000円）に11,000円を加算した額

減額措置により、条例額の20％を削減し支給

基準日（6月1日、12月1日）に在職する職員に支給
・６月期　 勤勉手当基礎額×0.675月分
・12月期　勤勉手当基礎額×0.675月分
（役職段階別加算措置　有）

基準日（6月1日、12月1日）に在職する職員に支給
・６月期　 期末手当基礎額×1.225月分
・12月期　期末手当基礎額×1.375月分
（役職段階別加算措置　有）

宿日直勤務を命じられた職員に支給
・本庁　１回　4,700円

正規の勤務時間を超えて勤務を命じられた職員に支給
※（　 ）は、月60時間を超えた場合

・時間外勤務１時間につき
当該職員の時間単価×100分の125（100分の150）
22時から翌朝5時までの場合は100分の150（100分の175）

・休日の場合
当該職員の時間単価×100分の135（100分の150）
22時から翌朝5時までの場合は100分の160（100分の175）

扶
養
手
当

通
勤
手
当

住
居
手
当

管
理
職
手
当

時
間
外
勤
務
手
当

宿
日
直

手
　
当

期
末
手
当

勤
勉
手
当

特
殊
勤
務
手
当



ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

二
〇
二
〇
年
達
成
に
向
け
て

9月のごみ収集量

◎焼却ごみ

　【前月比】

　一家庭に換算すると

◎容器包装以外のプラスチック製品

　【前月比】

　一家庭に換算すると

5.56t

1.2t減

6.5kg

1.69t

0.2t増

2kg

引き換えは、ひだまりまで。

☎44−6080

今月の当選番号は! ! ポイントカード
作成

随時受付中！

今月の雑紙ポイントキャンペーン当選者

１等（5,000円分商品券）

　２等（2,000円分商品券）

　３等（500円分商品券）

242番

379・253番

305・397番

上
勝
中
学
校
を
訪
れ
る
と
、
真

っ
先
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
こ
の

行
動
目
標
で
し
た
。
環
境
美
化
委

員
を
中
心
に
、
毎
月
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
雑
紙
・
焼
却
ご
み
量
の
計
量

を
行
い
、
上
勝
町
の
ご
み
処
理
単

価
を
元
に
自
分
た
ち
の
ご
み
処
理

費
用
を
計
算
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
雑
紙
の
分
別
を
徹
底

す
れ
ば
、
ご
み
処
理
費
が
節
約
で

き
る
の
で
す
。

徳
島
新
聞
な
ど

で
上
勝
中
学
校
の

分
別
は
す
ご
い
と

聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
現
場
を

見
る
と
様
々
な
工

夫
が
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
校
内
各

所
で
出
る
資
源
に

合
わ
せ
て
箱
を
設

置
し
、
現
在
の
分

別
数
は
合
計
二
〇

種
類
。
﹁
分
別
が

分
か
ら
な
い
物
﹂

と
い
う
ご
み
箱
も

あ
り
、
無
理
せ
ず

分
別
に
取
り
組
め

る
よ
う
な
優
し
さ

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

教
室
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
は
、
給
食

で
出
る
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
を
生
徒

自
身
が
洗
っ
て
干
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
ご
み
出
し
を
し
て
く
れ
て

い
る
用
務
員
さ
ん
に
よ
る
と
、﹁
こ

ど
も
た
ち
が
出
し
て
く
れ
る
資
源

は
、
本
当
に
き
れ
い
。
洗
う
の
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
﹂

だ
そ
う
で
す
。

町
の
目
標
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
目
標
を
掲
げ
、

達
成
す
る
た
め
に
努
力
す
る
姿
は
、

非
常
に
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

や
は
り
上
勝
中
学
校
は
、
評
判
ど

お
り
高
レ
ベ
ル
の
環
境
教
育
を
提

供
す
る
学
校
で
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

プルタブと

ペットボトルキャップ

回収中！

プルタブは車いすに、

キャップはワクチンに

ご協力お願いします！

上中・上小共同

環境美化委員が計量する様子

工夫満載の手作り分別箱

行動目標の掲示

上
勝
中
学
校
独
自
の

        

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
！
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［表示義務について］
産業廃棄物を収集運搬する際には、その運搬車の両側面に、次の項目を表示しなければなりません。
排出事業者が自分で運搬する場合
①産業廃棄物を収集運搬している旨の表示
②排出事業者名

［書類の携帯義務について］
産業廃棄物の運搬車は、指定の用紙に記入し、常時携帯しなければ
なりません。用紙は東とくしま農協上勝支所営農購買課にあります。

農
業
用
機
械
の
導
入
、
簡
易

な
土
地
基
盤
整
備
な
ど
要
望
さ

れ
る
場
合
は
、
平
成
二
十
六
年

十
一
月
二
十
八
日
㈮
ま
で
に
産

業
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。な

お
、
事
業
実
施
主
体
が
農

業
者
の
組
織
す
る
団
体
の
場
合
、

三
戸
以
上
の
農
業
者
が
組
織
す

る
団
体
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
用

件
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、

補
助
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
消
耗
品
的
物
品
、
用
地
の
買

収
・
賃
借
に
要
す
る
経
費
及

び
補
償
費

②
既
に
普
及
し
て
い
る
農
業
用

機
械
又
は
事
業
効
果
の
少
な

い
農
業
用
機
械

③
個
人
施
設
又
は
事
業
効
果
の

少
な
い
施
設

④
事
業
費
が
五
十
万
円
未
満
の

事
業

※
県
の
制
度
改
正
に
よ
り
採
択

基
準
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

農業用廃プラスチック回収のお知らせ
注意事項をよく読んで、指定場所にお出しください。

日　　時

指定場所

処理単価

注意事項

あぜなみと農薬ビンは対象となりません。回収が決まり次第お知らせします。

お問い合わせ先

11月12日④～14日⑥
８時30分～17時

東とくしま農協上勝支所 

１ҹ当たり、32．4円（税込み）が必要です。

必ず３つの種類に分けてください。
①塩化ビニール（主にハウス栽培に使用され、  農ビ  のマークが入っています。）
②酢酸ビニールおよびPO系フィルム（主にトンネル栽培で使用されています。）
③ポリエチレン及びその他プラスチック類（主にマルチ資材として使用されています。）

■仕分けしたプラスチックフィルムは、泥をはたき落とし、木片・金属などの異物を完全に取り除い
てください。

　※②③については、セメントの燃料として使用しますので、塩ビは絶対に入れないでください。

■荷造りは、取扱いしやすいように10㎏程度の重さにし、下図のように必ず２カ所を同じ材質で堅
くしばってお出しください。トラックの積み込みの時に、バラけて積み込みが困難なため、処理場
から荷造りについて、徹底するよう強い要望が出ています。皆さまのご協力をお願いします。

杭にまきつける 

およそ10㎏に束ねる 

およそ10㎏に束ねる 

決められた場所や日時
を守ってください。 

← １ ｍ →  

（ 集 積 場 ）

農業廃棄物を運搬する車両の表示及び書面の備え付け（携帯）が必要です

氏 名

産 廃 運 搬 車

▲マグネット・シート（東とくしま農協
　上勝支所営農購買課にあります）

東とくしま農協上勝支所営農購買課　☎45−0211

平
成
二
十
七
度

と
く
し
ま
明
日
の

農
林
水
産
業
づ
く
り

事
業
要
望
受
付

に
つ
い
て
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勉強会の風景試作で作った料理

協力隊協力隊おこし地 域 活動報告

百 

野 

大 

地

皆
さ
ん
、
い
つ
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
九

月
を
も
ち
、
協
力
隊
と
し
て
二
年
目
を
迎

え
、
よ
り
一
層
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
一
年
は
主
に
﹁
い
ろ
ど
り

晩
茶
生
産
組
合
﹂
を
支
援
す
る
形
で
い
ろ

ど
り
晩
茶
の
新
商
品
開
発
と
販
売
促
進
に

力
を
い
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
と
く
し

ま
マ
ル
シ
ェ
、
徳
島
わ
く
わ
く
市
な
ど
の

日
曜
市
に
加
え
シ
ェ
ア
バ
ー
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
︵
徳
島
市
東
新
町
︶
で
の
試
飲
提
供
な
ど

は
、
毎
月
行
わ
れ
る
も
の
で
上
勝
晩
茶
の

Ｐ
Ｒ
に
効
果
的
で
、
販
売
促
進
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
催
事
販
売
は
今
後

も
継
続
的
に
参
加
し
、
上
勝
晩
茶
の
Ｐ
Ｒ

と
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
九
月
に
神
戸
そ
ご
う
で
行
わ
れ

た
﹁
ふ
る
さ
と
四
国
物
産
展
﹂
な
ど
に
も
販

売
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

新
商
品
の
開
発

現
在
、
晩
茶
を
使
っ
た
新
商
品
を
開
発

し
て
お
り
ま
す
。
協
力
隊
と
し
て
私
が
初

め
て
取
り
組
む
商
品
企
画
と
な
り
ま
す
が
、

現
在
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
き
っ
か

け
は
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
﹁
徳
島
大
学

上
勝
学
舎
﹂
の
勉
強
会
で
知
り
合
っ
た
方

に
協
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
す
。

こ
の
一
年
精
力
的
に
町
内
外
の
勉
強
会
に

参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
脈
を
築
け
た
こ

と
が
こ
の
新
商
品
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
商
品
開
発
に
よ
り
、
晩
茶
の
活

用
方
法
、
付
加
価
値
の
向
上
に
一
役
買
う

こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

谷 

本  

徹

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
、
観
光
資
源
化

︵
カ
ヤ
ッ
ク
︶
業
務
担
当
の
谷
本
徹
で
す
。

先
日
の
徳
島
新
聞
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

﹁
上
勝

カ
ヤ
ッ
ク
の
町
に
﹂
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
す
。
実
に
良
い
響
き
で
す
ね
。

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？
﹁
視
察
は
出
来

る
が
遊
び
の
無
い
町
﹂
と
よ
く
言
わ
れ
て

き
た
上
勝
町
に
、
つ
い
に
純
粋
な
遊
び
が

登
場
で
す
。

た
だ
、
美
愁
湖
に
漕
ぎ
だ
す
。
こ
れ
が

ま
た
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
解
放
感
あ
ふ

れ
る
上
に
、
い
つ
も
と
違
う
視
線
で
町
を

見
上
げ
ま
す
。
少
し
漕
げ
ば
い
ろ
い
ろ
な

ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。
﹁
日
本
カ

モ
シ
カ
の
水
飲
み
場
﹂
、
﹁
砥
石
の
滝
﹂
、

一
億
年
以
上
前
の
二
枚
貝
の
化
石
痕
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。
も
っ
と
漕
げ
ば
、

﹁
下
か
ら
見
上
げ
る
い

っ
き
ゅ
う
茶
屋
﹂
、
﹁
下

か
ら
見
上
げ
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
﹁
水
没

し
た
段
々
畑
﹂
な
ど
、

県
道
上
那
賀
線
か
ら
は

見
え
な
い
風
景
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
体
験
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
も
と
違
う
、
見
上

げ
る
上
勝
町
の
素
晴
ら

し
さ
が
き
っ
と
伝
わ
る

と
思
い
ま
す
。
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宮

こ
こ
り

フ
ィ
ジ
ー
短
期
留
学
者
募
集

南
国
の
島
国
、
フ
ィ
ジ
ー
で
一
週
間
の

短
期
留
学
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

上
勝
町
か
ら
渡
航
費
の
ほ
ぼ
半
額
の
補

助
を
受
け
、
約
十
万
円
強
の
自
己
負
担
で

短
期
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国

位

置

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
東
側

大
き
さ
と
人
口

四
国
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
で
人
口
は

約
八
十
七
万
人

民

族

フ
ィ
ジ
ー
系
五
十
七
％
、

イ
ン
ド
系
三
十
七
％

公

用

語

英
語

主
な
産
業

砂
糖
生
産
業
、
観
光
業

■
フ
ィ
ジ
ー
短
期
留
学
の
概
要

事 

業 

名

フ
ィ
ジ
ー
短
期
留
学

期

間

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
九
日
㈰
〜

四
月
六
日
㈪

内

容

S
o
u
th

 
P
a
cific 

F
re

e
 
B

ird

株
式
会
社

が
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
内
で
運
営
し
て
い
る

語
学
学
校
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
な
ど
に
一

週
間
留
学
滞
在
し
、
語
学
︵
英
語
︶
と
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ぶ
。

︵
※
上
勝
町
か
ら
現
地
︵
帰
路
︶
ま
で
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊 
宮

が
随
行
し
ま
す
。︶

募
集
人
数

二
名

以
下
の
①
②
⑤
⑥
を
満
た
す
者
で
、
か

つ
③
も
し
く
は
④
に
該
当
す
る
者

参
加
条
件

①
上
勝
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
者

②
現
在
、
中
学
一
年
生
以
上
、
五
十
歳

以
下
の
者

③
英
語
を
学
び
上
達
し
た
い
者
や
、
海

外
へ
の
文
化
に
関
心
が
あ
り
、
留
学

後
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
活
動
し
よ

う
と
し
て
い
る
者

④
今
後
、
英
語
を
用
い
て
海
外
で
の
起

業
・
販
売
な
ど
を
考
え
て
い
る
、
ま

た
は
既
に
行
っ
て
い
る
者

⑤
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
者

⑥
選
考
面
接
及
び
事
前
研
修
に
参
加
で

き
る
者

⑦
Ｓ
Ｐ
Ｆ
Ｂ
社
が
定
め
た
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
約
款
︵
き
ま
り
︶
な
ど
を
遵
守

で
き
る
者

応
募
方
法

応
募
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
説
明
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
説
明
会
に
ご
参
加
い
た

だ
け
な
い
場
合
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
フ
ィ
ジ
ー
短
期
留
学
者
募
集
説
明
会

日

時

十
一
月
十
五
日
㈯

十
三
時
〜
十
五
時

場

所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

︵
二
階
会
議
室
︶

■
お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊宮

こ
こ
り


電

話  

〇
八
〇
︱

一
七
六
二
︱

八
二
三
六


メ
ー
ル  c

o
k

o
s
h

i@
g

m
a
il.c

o
m

佐 

藤 

由 

美

昨
年
九
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
九
月
末
で
卒
業
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
一
週
間
に
四
日
、

一
カ
月
に
十
六
日
の
活
動
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で

個
人
的
に
続
け
て
き
た
国
外
で
の
仕
事
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、
所
定
の
活
動
日
数
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
と
両
立
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は
一
年
以

上
三
年
以
内
で
す
が
、
私
の
場
合
は
一
年

一
カ
月
の
活
動
期
間
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
私
が
活
動
を
通
し
て
貢
献
で
き
た

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ
く
、

む
し
ろ
上
勝
町
役
場
・
㈱
も
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
、
薬
草
の
活
用
に
あ
た
っ
て
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
一
般
社
団
法
人
地
職
住

推
進
機
構
や
株
式
会
社
か
み
か
つ
い
っ
き
ゅ

う
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
内
の
多
く
の

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
場
を
借
り

ま
し
て
心
か
ら
の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

上
勝
町
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
在
任
中
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
今
後
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
を

お
約
束
す
る
と
と
も
に
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
み
な
さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
と
本

町
の
い
っ
そ
う
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
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お問い合わせ先 産　業　課

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
な
ど
に
よ
り
﹁
人
と
農
地
の

問
題
﹂
が
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
事
を
前
提
に
、
農
業
を
始
め
て

間
も
な
い
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
と
し

て
﹁
青
年
就
農
給
付
金
﹂
を
受
け
る
事

が
で
き
ま
す
。

本
年
度
三
回
目
の
募
集
を
行
い
ま
す

の
で
希
望
者
は
、
お
早
め
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

●

対
象
者

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
就
農
時
の
年
齢
が
原
則
四
十
五

歳
未
満
の
独
立
・
自
営
就
農
者

●

支
援
水
準

年
間
最
大
百
五
十
万
円
を
最
長
五
年
間

●

要

件

︵
一
︶独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
原

則
四
十
五
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
で

あ
り
、
農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に

つ
い
て
強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と

︵
二
︶次
の
要
件
を
満
た
す
独
立
・
自
営

就
農
で
あ
る
こ
と

①
農
地
の
所
有
権
又
は
利
用
権
を
給
付

対
象
者
が
有
し
て
い
る
。
︵
農
地
が
親

族
か
ら
の
賃
借
が
過
半
で
あ
る
場
合

は
、
五
年
間
の
給
付
期
間
中
に
所
有
権

移
転
す
る
こ
と
︶

②
主
要
な
機
械
・
施
設
を
給
付
対
象
者

が
所
有
又
は
借
り
て
い
る
。

③
生
産
物
や
生
産
資
材
な
ど
を
給
付
対

象
者
の
名
義
で
出
荷
・
取
引
す
る
。

④
給
付
対
象
者
の
農
産
物
な
ど
の
売
上

げ
や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経
営
収
支
を

給
付
対
象
者
の
名
義
の
通
帳
及
び
帳
簿

で
管
理
す
る
。

︵
三
︶青
年
等
就
農
計
画
を
作
成
し
、
次

の
要
件
を
満
た
し
認
定
を
受
け
る
こ

と
・
計
画
が
上
勝
町
の
基
本
構
想
に
照
ら

し
て
適
正
で
あ
る
こ
と

・
計
画
が
達
成
さ
れ
る
見
込
み
が
確
実

で
あ
る
こ
と

・
農
業
経
営
開
始
五
年
後
ま
で
に
農
業

で
生
計
が
成
り
立
つ
こ
と 

な
ど

︵
四
︶人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
︵
も
し
く
は
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ

と
︶

︵
五
︶生
活
保
護
な
ど
、
生
活
費
を
支
給

す
る
国
の
他
の
事
業
と
重
複
受
給
で

な
い
こ
と

︵
六
︶青
年
新
規
就
農
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

︵
一
農
ネ
ッ
ト
︶に
加
入
す
る
こ
と

●

募
集
期
間

十
一
月
二
十
八
日
㈮
ま
で
に
要
件
を
満

た
し
、書
類
を
提
出
の
こ
と︵
厳
守
︶

現
在
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
︵
第
三
期
︶
が
最
終
年
度
と
な

り
、
二
十
七
年
度
よ
り
法
律
に
基

づ
き
﹃
日
本
型
直
接
支
払
制
度
﹄

と
し
て
農
業
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
の
た
め
の
地
域
活
動
や

営
農
活
動
に
対
し
て
次
の
支
援
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●

多
面
的
機
能
支
払

・
農
地
維
持
支
払 

︻
多
面
的
機
能
を
支
え
る
共
同

活
動
を
支
援
︼

︵
交
付
単
価
例

三
千
円

／
十
ａ

田
︶

・
資
源
向
上
支
払

︻
地
域
資
源︵
農
地
、水
路
、農
道

等
︶
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同

活
動
を
支
援
︼

︵
交
付
単
価
例

二
千
四
百
円

／
十
ａ︵
共
同
活
動
︶

田
︶

︵
交
付
単
価
例

四
千
四
百
円

／
十
ａ︵
長
寿
命
化
︶

田
︶

●

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

︻
中
山
間
地
域
等
の
条
件
不
利

地
域︵
傾
斜
地
等
︶と
平
地
と
の

コ
ス
ト
差︵
生
産
費
︶を
支
援
︼

︵
交
付
単
価
例

二
万
千
円

／
十
ａ

田
・
急
傾
斜
地
︶

︵
交
付
単
価
例

一
万
千
五
百
円

／
十
ａ

畑
・
急
傾
斜
地
︶

●

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

︻
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活

動
を
行
う
こ
と
に
伴
う
追
加
的
コ

ス
ト
を
支
援
︼

︵
交
付
単
価
例

八
千
円

／
十
ａ

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
︶

こ
れ
ら
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

県
の
担
当
者
を
お
招
き
し
次
の
日

程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
の
協
定
締
結
し
て
い
る

代
表
者
及
び
今
後
こ
れ
ら
の
事
業

に
参
加
し
よ
う
と
お
考
え
の
方
は

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

日
時

十
一
月
十
八
日
㈫

十
九
時
〜

●

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

二
階
大
ホ
ー
ル

日
本
型
直
接
支
払
制
度
の

           

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

「青年就農給付金 経営開始型」

平成26年度 第3回募集について
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11（いい）月30（みらい）日は 「年金の日」 です
　年金記録や将来の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか。

　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、

将来の年金受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算をすること

もできます。

　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、徳島

南年金事務所にお問い合わせください。

　●　お問い合わせ先　徳島南年金事務所　☎088−652−1511

　　　　　　　　　日本年金機構のホームページ

　　　　　　　　　　　http ://www.nenk in .go . jp/n/www/index.html

11（いい）月30（みらい）日は 「年金の日」 です

上
勝
町
で
は
緊
急
地
震
速
報
、
特
別

警
報(

大
雨)

、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
関
す

る
情
報
な
ど
国
が
発
信
す
る
情
報
を
受

信
し
、
防
災
行
政
無
線
を
自
動
起
動
さ
せ
、

み
な
さ
ま
に
緊
急
放
送
と
し
て
お
知
ら

せ
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
︵
Ｊ

︱

ア
ラ
ー
ト
︶
の
運
用
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
︵
Ｊ

︱

ア
ラ
ー
ト
︶
の
情
報
伝
達
体
制
に
つ

い
て
万
全
を
期
す
た
め
、
次
の
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
︵
二
回
︶
す
る
も
の
で
、

上
勝
町
で
も
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て

試
験
放
送
を
実
施
︵
二
回
︶
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
実
際
の
災
害
と
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〜 

緊
急
地
震
速
報
訓
練 

〜

気
象
庁
は
、
地
震
波
が
二
点
以
上
で

観
測
さ
れ
、
最
大
震
度
が
五
弱
以
上
を

予
想
さ
れ
る
場
合
に
緊
急
地
震
速
報
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
は
緊
急
地
震
速
報
を
受

信
し
た
際
の
行
動
訓
練
を
推
進
す
る
た
め
、

訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
を
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
︵
Ｊ
︱

ア
ラ
ー
ト)

向

け
に
配
信
し
ま
す
。

○

訓
練
日
時

十
一
月
五
日
㈬

十
時
ご
ろ
に
実
施

し
ま
す
。

町
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無

線
か
ら
、
次
の
内
容
が
一
斉
に
放
送
さ

れ
ま
す
。

○

放
送
内
容

緊
急
地
震
速
報
︵
訓
練
︶

チ
ャ
イ
ム 

＋
﹁
た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放

送
を
行
い
ま
す
。﹃
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ

イ
ム
音
。
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で

す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
。﹄︵﹃

﹄
内
を
三
回
繰
り
返
す
。︶

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。﹂
＋ 

チ
ャ
イ
ム

○

そ
の
他

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
配
信
︵
徳
島
県
の

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
配
信
し
ま
す
。︶

※
注
意
事
項

当
日
の
災
害
発
生
状
況
、
気
象
状
況

に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、

強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
ご
く

わ
ず
か
で
あ
り
、
短
時
間
で
身
を
守
る

行
動
を
と
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の

備
え
と
訓
練
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
震
発
生
時
の
初
動
訓
練
と

し
て
、
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の

下
に
身
を
隠
す
、
座
ぶ
と
ん
な
ど
で
頭

部
を
保
護
す
る
な
ど
、
身
の
安
全
を
図

る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

〜 

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練 

〜

総
務
省
消
防
庁
が
全
国
一
斉
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
す
る
も
の
で
、
原
則
と

し
て
Ｊ
︱

ア
ラ
ー
ト
受
信
機
を
運
用
す

る
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
地
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
勝
町
で
も

防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
試
験
放
送
を

実
施
し
ま
す
。

○

訓
練
日
時

十
一
月
二
十
八
日
㈮

十
一
時
ご
ろ

に
実
施
し
ま
す
。

町
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無

線
か
ら
、
次
の
内
容
が
一
斉
に
放
送
さ

れ
ま
す
。

○

放
送
内
容

全
国
一
斉
自
動
放
送
︵
訓
練
︶

チ
ャ
イ
ム 

＋
﹁
こ
れ
は
、
試
験
放
送

で
す
。﹂
× 

三
回 

＋ 

チ
ャ
イ
ム

※
注
意
事
項

当
日
の
災
害
発
生
状
況
、
気
象
状
況

に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

当
日
は
上
勝
町
以
外
の
地
域
で
も
全

国
的
に
様
々
な
方
法
で
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

２
回
実
施

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム︵
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
︶

           

訓
練
放
送
の
お
知
ら
せ
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近
年
、
我
が
国
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
や
情
報
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
子

供
・
若
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
非
正
規
労
働
の
若

者
が
増
加
し
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
い
わ
ゆ

る
ニ
ー
ト
の
数
も
高
止
ま
り
の
状
態
が

続
い
て
い
る
な
ど
、
困
難
を
有
す
る
子

供
・
若
者
の
問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻

で
す
。

ま
た
、
少
年
非
行
の
問
題
、
い
じ
め

の
問
題
、
児
童
虐
待
や
児
童
ポ
ル
ノ
な

ど
子
供
が
被
害
者
と
な
る
事
件
等
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
違
法
・

有
害
な
情
報
が
氾
濫
し
、
従
来
型
の
携

帯
電
話
だ
け
で
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
始
め
と
す
る
新
た
な
機
器
等
の
普
及

に
伴
っ
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
へ
子
供
が

接
触
す
る
危
険
性
が
さ
ら
に
増
大
す
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
応
し
、
子
ど

も
・
若
者
の
健
や
か
な
育
成
、
子
ど
も
・

若
者
が
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
年
十
一
月
を
﹁
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
﹂
と
定

め
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度

﹁
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
﹂

〜
い
の
ち
輝
く 

み
ん
な
の
未
来
〜

  納付書で納付される皆さまへ

●普通徴収（納付書払い）の方へ、保険料の納付のお願い

　後期高齢者医療制度では、原則として被保険者全員が保険料を納めます。

　みなさんの納める保険料は、公費や現役世代の支援金とともに、医療費の大切な財源となります。

ぜひ納期限内の納付にご協力ください。

　また、今までに納め忘れは無いか、もう一度確認をお願いします。

●保険料の納付が困難な場合などはご相談ください。

　災害等により重大な損害を受けたときや、その他の特別な事情により保険料を納めることが困難

な方については、保険料が減免となる場合がありますので、お早めにご相談ください。

●平成26年度の普通徴収（口座振替、直接納付の方）納期

  新しく後期高齢者医療制度に加入される皆様へ

●被保険者証について

　被保険者証は１人に１枚交付され、75歳になる誕生日までにお送り（書留郵便）します。

●75歳の誕生日を迎えられた月における医療費の自己負担限度額について

　75歳の年齢到達により後期高齢者医療制度に加入された月の医療費の自己負担限度額は、誕生日前

の医療保険（国保や社会保険など）と後期高齢者医療制度のそれぞれにおいて、２分の１となります。

●障害認定について

　新たに障害者手帳等の交付を受けられる65歳以上75歳未満の方が、後期高齢者医療制度に加入

する場合は、障害者手帳等交付申請時に後期高齢者医療障害認定申請手続を行ってください。

　なお、すでに障害認定を受けられている方については、障害者手帳等の更新は必ず有効期限内に

行ってください。

  入院する方へ

●後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証について

　入院したときは、食費の標準負担額を自己負担します。町民税の非課税世帯に属する方が、後期

高齢者限度額適用・標準負担額減額認定申請を、住民課又は支所へ手続きすれば認定証が交付（支

所で手続きの方は後日郵送）されます。該当する方は、申請して下さい。

　この認定証を入院している病院等窓口に提示すれば、食費等が負担軽減されます。（当該認定証

を提示した月の初日から適用）

　また、１カ月に支払った医療費が、自己負担限度額（所得区分等によって設定）を超えたとき、

その限度額を超えた分を高額療養費として還付されます。

　所得区分による入院時の食費の標準負担額や自己負担限度額等については、別掲の表をご参照下

さい。

後期高齢者医療制度について

１ 期 ２ 期 ３ 期 ４ 期 ５ 期 ６ 期 ７ 期 ８ 期

８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月
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期   

間

十
一
月
一
日
㈯
か
ら
三
十
日
㈰
ま
で

の
一
カ
月
間

  

取
り
組
む
べ
き
課
題

ア

子
供
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援

の
促
進

子
供
・
若
者
が
社
会
の
一
員
と
し

て
自
立
し
、
主
体
的
に
活
躍
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

イ

生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の

支
援食

育
の
推
進
、
生
活
時
間
の
改
善

等
に
よ
り
、
子
供
の
生
活
習
慣
の
見

直
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
家
庭

へ
の
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ウ

児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

地
域
ぐ
る
み
で
実
効
性
の
あ
る
児

童
虐
待
防
止
へ
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。

エ

子
供
を
犯
罪
や
有
害
環
境
等
か
ら

守
る
た
め
の
取
組
の
推
進

児
童
ポ
ル
ノ
排
除
対
策
、
子
供
の

安
全
確
保
の
取
組
、
有
害
環
境
へ
の

適
切
な
対
応
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

と
早
期
対
応
な
ど
、
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

オ

子
供
の
貧
困
対
策
の
推
進

子
供
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
相
互
の
密

接
な
連
携
の
下
に
推
進
し
ま
す
。

内
閣
府

上
勝
町
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会

  健康診査の受診について

　現在、健康診査の対象となる方にお送りしております健康診査受診券には、有効期限があります。

受診券の有効期限（今年12月末日）をご確認の上、必ず有効期限内に上勝町診療所等にて受診する

ようにしてください。

お問い合わせ先

〈入院時の食費の標準負担額（１食あたり）〉 〈療養病床に入院したときの標準負担額〉 

所得区分
（ ※〈所得区分・負担区分・

自己負担限度額〉表参照）
食　費

低所得者Ⅱ

所 得 区 分 食　費
（１食あたり）

居住費
（１日あたり）

※460円　
（420円）

※460円　
（420円）

210円　

130円　
（100円）

320円　

320円　

320円　

320円　
(0円）

※保険医療機関の施設基準等により、420円の場合も
　あります。

〈所得区分・負担区分・自己負担限度額〉

所 得 区 分 ※
負担
区分

現役並み
所 得 者

３割

１割

44,400円
80,100円+1%　 
※4回目以降　　

44,400円

44,400円

24,600円

15,000円

12,000円

8,000円

一　　般

低所得者
Ⅱ

低所得者
Ⅰ

★過去12か月の間に、外来+入院の高額療養費の支給を4回以上受ける場合の4回目以降の限度額
　「１%」は医療費が267,000円を超えた場合、超過額の１%を追加負担｡

住民税課税所得が145万円以上で、収入が高
齢者複数世帯で520万円以上、高齢者単身世
帯で383万円以上の被保険者

現役並み所得者、区分Ⅰ･Ⅱに該当しない被保険者

同一世帯内の世帯員全員が住民税非課税で
ある被保険者

同一世帯内の世帯員全員が住民税非課税であり、
世帯全員の所得が一定基準以下の被保険者

外来+入院の限度額
(世帯ごとの限度額) 

外来の限度額
(個人ごとの限度額) 

現 役 並 み 所 得 者

一 般

低 所 得 者 Ⅰ
（老齢福祉年金受給者） 

低 所 得 者 Ⅱ

現役並み所得者

一　　　　　般

9 0 日 ま で の 入 院

過去12か月で90日を超える入院

低 所 得 者 Ⅰ

260円

260円

210円

160円

100円

住　民　課
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が

対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
六
年

一
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保

険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
が
本
年

十
一
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
︵
又
は
領

収
証
書
︶
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
十
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
今
年

は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
の
二
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、

ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金

保
険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
に
つ

い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明

書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い

る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

︵
平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日

〜
平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
︶

☎
〇
五
七
〇
ー

〇
五
八
ー

五
五
五

︵
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

〇
五
〇
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お

か
け
に
な
る
場
合
は

☎
〇
三
ー

六
七
〇
〇
ー

一
一
四
四

＊
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固

定
電
話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場

合
は
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
市

内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
た
だ
し
、
一
般
の
固

定
電
話
以
外
︵
携
帯
電
話
等
︶

か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
通

常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

＊
〇
三
ー
六
七
〇
〇
ー
一
一
四
四

の
電
話
番
号
に
お
か
け
に
な
る

場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保
険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂

が
発
行
さ
れ
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

障
害
者
等
に
対
す
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
※

の
免
除
申
請
に
つ
い
て

概   

要

一
、
全
額
免
除

●
障
害
者
手
帳
︵
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
︶
を
お

持
ち
の
方
が
、
世
帯
構
成
員

で
あ
り
、
世
帯
全
員
が
町
民

税
非
課
税
の
場
合
に
、
申
請

に
よ
り
受
信
料
が
全
額
免
除

さ
れ
ま
す
。

●
公
的
扶
助
受
給
者
︵
生
活
保

護
法
に
定
め
る
扶
助
を
受
け

て
い
る
場
合
等
︶
は
、
申
請

に
よ
り
受
信
料
が
全
額
免
除

さ
れ
ま
す
。

二
、
半
額
免
除

●
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯

主
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り

半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

●
重
度
の
障
害
者
︵
身
体
障
害

者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
︶
が
世
帯
主
の
場
合
に
、

申
請
に
よ
り
半
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

受
信
料
免
除
の
申
請
手
続
き

に
つ
い
て

一
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
申
請
書
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
役
場
住
民

課
ま
た
は
支
所
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
。︶

︵
受
信
契
約
が
お
済
み
で
な
い
方

は
受
信
契
約
も
あ
わ
せ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。︶

⇦

二
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
支
所

に
申
請
書
を
提
出
し
、
免
除

事
由
の
証
明
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

︵
半
額
免
除
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
窓
口
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
詳
細
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。︶

⇦

三
、
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
提
出
︵
郵
送
︶
し

て
く
だ
さ
い
。

︻
郵
送
先
︼

〒
七
七
〇
ー
八
五
四
四

徳
島
市
寺
島
本
町
東
一
ー
二
八

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局

営
業
部

⇦

四
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
免
除
事
由
確
認

の
う
え
、
折
り
返
し
﹁
受
理

通
知
書
﹂
を
お
届
け
し
ま
す
。

免
除
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

と
き
に
は

＊
受
信
料
免
除
事
由
が
消
滅
し
た

と
き
は
、
す
み
や
か
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
免
除
制
度
の
適

正
な
運
用
の
た
め
、
定
期
的
に

受
信
料
免
除
事
由
の
継
続
状
況

に
つ
い
て
、
自
治
体
の
協
力
を

得
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
免
除
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

よ
り
受
信
料
免
除
を
解
消
す
る

旨
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

＊
お
引
っ
越
し
に
よ
る
住
所
変
更

な
ど
、
記
載
内
容
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

放
送
受
信
契
約
の
お
申
し
込
み

や
転
居
の
ご
連
絡

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
〇
一
二
〇
ー
一
五
一
五
一
五

受
信
料
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
〇
五
七
〇
ー

〇
七
七
ー

〇
七
七

受
付
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
十
時

［
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
八
時
ま
で
］

Ｉ
Ｐ
電
話
を
ご
利
用
の
お
客
様

で
上
記
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
に
な

れ
な
い
場
合
は

☎
〇
四
四
ー

八
七
一
ー

八
四
四
五

ま
た
は

☎
〇
六
ー

六
九
一
〇
ー

三
三
一
五

受
付
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
九
時

［
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
八
時
ま
で
］

※
地
上
契
約
及
び
衛
星
契
約
の
放
送
受
信
料
。

︵
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。︶
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対
象
障
害
者
の
範
囲

一
、
障
害
者
本
人
が
運
転

す
る
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

二
、
障
害
者
本
人
以
外
の

人
が
運
転
し
、
障
害
者

本
人
が
同
乗
さ
れ
る
場

合
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
で
、

重
度
の
障
害
者

対
象
自
動
車
の
範
囲

一
、
障
害
者
一
人
に
つ
き

一
台
で
す
。

二
、
自
動
車
の
所
有
者
は

本
人
、
家
族
、
常
時
介

護
を
し
て
い
る
人
で
、

個
人
名
義
︵
自
家
用
︶

の
車
に
限
り
ま
す
。

︵
注
︶
軽
ト
ラ
ッ
ク
は
割
引

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を利

用
し
な
い
場
合

一
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳

二
、
自
動
車
車
検
証

三
、
運
転
免
許
証
︵
障
害

者
本
人
が
運
転
す
る
場

合
の
み
︶

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
の
場
合

一
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳

二
、
自
動
車
車
検
証

三
、
運
転
免
許
証
︵
障
害

者
本
人
が
運
転
す
る
場

合
の
み
︶

四
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
︵
本

人
名
義
︶

五
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
車
載

器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込

書
・
証
明
書

手
続
き
先

住
民
課

障
害
者
虐
待
防
止
法
が
平
成

二
十
四
年
十
月
一
日
よ
り
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
へ
の
虐
待
が
疑
わ
れ

る
と
き
や
、
発
見
し
た
と
き
は
、

国
民
誰
も
が
各
市
町
村
︵
使
用

者
に
よ
る
虐
待
の
場
合
は
市
町

村
又
は
県
︶
へ
通
報
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

﹁
お
か
し
い
な
あ
？
﹂﹁
も
し

か
し
て
？
﹂
と
思
わ
れ
た
ら
、

下
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
家
庭
に
お
い
て
、

お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
方
で
﹃
介

助
疲
れ
﹄
や
﹃
つ
ら
さ
﹄
を
強

く
感
じ
て
い
る
方
︵
養
護
者
︶

等
は
、
下
記
ま
で
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

上
勝
町
で
は
、
障
害
者
虐
待

の
未
然
の
防
止
や
早
期
発
見
、

迅
速
な
対
応
、
そ
の
後
の
適
切

な
支
援
を
行
う
た
め
に
、
地
域

に
お
け
る
関
係
機
関
等
の
協
力

体
制
の
整
備
や
、
支
援
体
制
の

強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

︻
障
害
者
っ
て
⋯
？
︼

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
そ

の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
が

あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び

社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に

日
常
生
活
・
社
会
生
活
に
相
当

な
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る

人
を
い
い
ま
す
。

︻
障
害
者
虐
待
っ
て
⋯
？
︼

主
に

①
家
庭
で
養
護
者
︵
世
話
を
し

て
い
る
家
族
・
親
族
・
同
居

人
な
ど
︶
に
よ
る
虐
待

②
施
設
で
障
害
者
福
祉
施
設
従

事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待

③
職
場
で
使
用
者
︵
雇
用
主
︶

や
職
員
な
ど
に
よ
る
虐
待
を

い
い
ま
す
。

︻
虐
待
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
⋯
？
︼

①
身
体
的
虐
待

②
性
的
虐
待

③
心
理
的
虐
待

④
放
棄
・
放
任
︵
ネ
グ
レ
ク
ト
︶

⑤
経
済
的
虐
待

が
あ
り
ま
す
。

﹁
障
害
者
虐
待
の
防
止
！
﹂

〜
み
ん
な
の
力
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
〜

思

い

あ

た

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

か

？

有
料
道
路
に
お
け
る

障
害
者
︵
半
額
︶
割
引
制
度

※ 通報した人の秘密は守られます。

●連絡先

シーズ相談支援事業部

〔（福）悠林舎シーズ内〕

上 勝 町 障 害 者
虐 待 防 止 セ ン タ ー

〔上勝町役場 住民課内〕

徳 島 県 障 害 者
権 利 擁 護 セ ン タ ー

〔県障害者相談支援センター内〕

〒774−0044
阿南市上中町南島15−1

〒771−4501
勝浦郡上勝町大字福原
字下横峯3−1

〒770−0005
徳島市南矢三町2−1−59
障害者交流プラザ１階

平日夜間
17：15〜翌8：30

土日祝日・年末年始

平日　8：30〜17：15

平日　8：30〜17：15

電 話　080−2980−1757
FAX　0884−23−0263

電 話　0885−46−0111
FAX　0885−46−0323

電話兼FAX
088−631−1188
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町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
十
一
月
〜
十
二
月
の

二
カ
月
間
は
県
下
一
斉
徴
収
強

化
月
間
で
、
徳
島
県
と
県
内
市

町
村
は
、
連
携
し
て
徴
収
対
策

を
強
化
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
納
付
い
た
だ
い
て

い
る
町
税
は
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
支
え
る
貴
重
な
財
源

で
す
。
町
で
は
、
税
負
担
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
に
、
何
の
事

情
も
な
く
未
納
に
な
っ
て
い
る

方
に
対
し
、
厳
し
く
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置

す
る
と
、
財
産
調
査
を
進
め
、

滞
納
整
理
機
構
へ
移
管
し
強
制

的
に
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納

期
限
内
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

  

徳
島
滞
納
整
理
機
構
と
の連

携  

町
で
は
、
納
税
意
思
が
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
や
滞
納
額

が
高
額
な
場
合
な
ど
に
つ
い
て

﹁
徳
島
滞
納
整
理
機
構
﹂
に
移

管
し
、
徹
底
し
た
財
産
調
査
・

差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

財
産
調
査
と
は
？

・
勤
務
先
へ
の
給
与
照
会

・
土
地
、
家
屋
、
自
動
車
の
所

有
状
況
調
査

・
金
融
機
関
で
の
預
貯
金
調
査

・
生
命
保
険
の
契
約
状
況
照
会 

な
ど

  

差
押
処
分
と
は
？

土
地
、
家
屋
、
勤
務
先
か
ら

の
給
与
、
預
貯
金
や
自
動
車
、

生
命
保
険
の
解
約
返
戻
金
等
を

差
し
押
さ
え
し
ま
す
。
納
付
約

束
を
守
ら
な
い
方
で
悪
質
な
場

合
は
、
自
宅
を
捜
索
し
、
家
財

な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま

す
。差

し
押
さ
え
は
、
滞
納
者
の

意
思
に
か
か
わ
ら
ず
強
制
的
に

執
行
さ
れ
ま
す
。

  

納
税
相
談

失
業
・
事
業
の
経
営
不
振
、

病
気
や
家
庭
の
事
情
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
で
、
納
期
限
ま

で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
お
早
め
に
税
務
課
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

  

お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で  

町
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
振

替
の
場
合
、
各
町
税
な
ど
の
納

期
限
日
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら

振
替
し
ま
す
。
郡
内
金
融
機
関

や
、
郵
便
局
に
て
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

税
務
課

十
一
月
〜
十
二
月
は

県
税
・
市
町
村
民
税 

﹁
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
﹂

●寝たばこは、絶対やめる

●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する

●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

秋季全国火災予防運動平成26年度

11月９日㈰ 〜 15日㈯

〜 消すまでは　心の警報　ＯＮのまま 〜

　この運動期間の11月９日㈰に上勝町消防団では火災予防の啓発を呼びかける消防防火

パレードを実施します。火災が発生しやすい時季を迎えますので、住民の皆さまも火の

取扱いには充分注意してください。

命を守る三つの習慣
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日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一
位

は
﹁
ガ
ン
﹂
、
第
二
位
は
﹁
心
臓

病
﹂
、
第
三
位
が
﹁
肺
炎
﹂
に
な

り
ま
し
た
。
長
年
、
﹁
脳
卒
中
﹂

が
上
位
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
数

年
前
に
肺
炎
が
逆
転
し
ま
し
た
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
は
、
結
核

や
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
が
と
て
も

高
か
っ
た
の
で
す
が
、
抗
生
物
質

の
開
発
に
よ
り
、
結
核
や
肺
炎
で

死
亡
す
る
人
は
減
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
昭
和
五
十
年
代
の
後
半
以

降
、
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
が
再
び

増
加
傾
向
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。

最
大
の
原
因
は
、
高
齢
化
が
進
ん

だ
こ
と
で
す
。
高
齢
に
な
る
と
免

疫
力
が
低
下
し
、
嚥
下
機
能
も
低

下
し
て
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
脳
卒

中
な
ど
で
寝
た
き
り
状
態
に
な
る

と
、
肺
炎
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

最
期
も
肺
炎
で
亡
く
な
る
と
い
う

人
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

誤
嚥
性
肺
炎
は
加
齢
と
と
も
に

多
く
な
り
、
肺
炎
全
体
に
占
め
る

割
合
は
、
八
十
歳
代
で
八
十
％
、

九
十
歳
代
で
は
九
十
％
以
上
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
十
月
か
ら
、
高
齢
者
を
対

象
に
﹁
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
﹂
が

定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。
六
十

五
歳
以
上
の
方
が
五
歳
き
ざ
み
で

対
象
に
な
り
、
今
後
五
年
間
か
け

て
、
高
齢
者
全
員
に
接
種
費
用
の

助
成
︵
お
よ
そ
半
額
︶
を
お
こ
な

う
も
の
で
す
。
︵
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
方
は
、
全
額
自
費
で
接
種

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
既
に
自
費
で

接
種
済
み
の
方
は
、
上
勝
町
民
で

約
百
名
い
ま
す
。
︶
一
度
の
接
種

で
、
効
果
は
五
〜
七
年
く
ら
い
維

持
さ
れ
ま
す
。

予
防
接
種
で
す
べ
て
の
肺
炎
を

予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
肺
炎
の
原
因
菌
と
し
て
﹁
肺

炎
球
菌
﹂
が
最
も
多
く
二
十
五
〜

三
十
％
程
度
を
占
め
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
毎
年

受
け
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
肺
炎

予
防
の
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

過
去
に
肺
炎
で
入
院
し
た
こ
と

が
あ
る
人
、
慢
性
の
肺
疾
患
や
心

臓
疾
患
、
肝
臓
病
や
腎
臓
病
、
糖

尿
病
な
ど
で
治
療
中
の
人
は
、
ぜ

ひ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
に
生
活
で
き
て
い
る
人
が

肺
炎
で
命
を
落
と
す
こ
と
は
稀
で

す
。
肺
炎
予
防
の
た
め
、
用
心
す

る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
過
剰
に

心
配
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

健
康
の

に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

木

下

英

孝

198

上
勝
町
診
療
所

所
長

高
齢
者
の
肺
炎
予
防

0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

上勝町無料電話健康相談

肺
炎
は
死
亡
率
第
三
位

加
齢
と
誤
嚥
性
肺
炎

肺
炎
の
予
防
接
種

置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

幸
せ
の達

人
に
な
ろ
う

渡
辺
和
子
氏
の
著
書

置
か
れ
た
場
所
で

咲
き
な
さ
い

は
Ὶ
百
万
部
を
超
え
る
ベ
ス

ト
セ
ラ
ῴ
に
な
り
ま
し
た
Ί
今
年
八
十
七
歳

に
な
る
修
道
者
で
あ
る
著
者
が
若
か
ℕ
た
頃

に
宣
教
師
か
ら
も
ら
ℕ
た
英
詩
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
Ί

神
が
植
え
た
と
こ
ろ
で
咲
き
な

さ
い


咲
く
と
い
う
こ
と
は
Ὶ
笑
顔
で
生
き
Ὶ

周
囲
の
人
々
も
幸
せ
に
す
る
こ
と


置
か
れ

た
と
こ
ろ
こ
そ
が
Ὶ
今
の
あ
な
た
の
居
場
所

な
の
で
す

と
Ί
著
書
の
内
容
を
少
し
紹
介

し
ま
す
Ί


人
は
ど
ん
な
場
所
で
も
幸
せ
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る


境
遇
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き

な
い
が
Ὶ
生
き
方
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
る

心

に
ゆ
と
り
が
な
い
と
Ὶ
自
分
も
他
人
も
い
た

わ
れ
な
い


悩
み
の
な
い
人
生
な
ど
あ
り
え

な
い


思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
の
は
当
た
り

前


自
分
が
環
境
の
主
人
と
な
り
Ὶ
自
分
の

花
を
咲
か
せ
よ
う


今
年
大
ヒ
兊
ト
の
映
画

ア
ナ
と
雪
の
女

王

の
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
Ὶ
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
受
け
入
れ
て
Ὶ
自
分
を
好
き
に
な

ℕ
て
Ὶ
自
分
を
信
じ
て
Ὶ
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
き
ま
し
ℹ
う
Ί



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う

歯の健康相談

上勝町診療所の

歯科衛生士による歯やお口の相談です。

※お電話にて上勝町診療所へご予約ください。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

感
染
力
が
強
く
、
い
っ
た
ん
流
行

が
始
ま
る
と
、
短
期
間
で
多
く
の

人
へ
の
感
染
が
拡
が
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
な
風
邪
は
鼻
水

や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
局
所
症
状

が
中
心
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
三
十
八
度
以
上
の
発
熱
や
せ

き
、
の
ど
の
痛
み
、
全
身
倦
怠
感

や
関
節
痛
等
の
全
身
症
状
が
あ
ら

わ
れ
ま
す
。

特
に
、
高
齢
の
方
や
お
子
さ
ま
、

妊
婦
の
方
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

︵
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
︶、
喘
息
、
慢
性
心
疾

患
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
持
病
の
あ

る
方
は
、
症
状
が
重
く
な
り
や
す

く
注
意
が
必
要
で
す
。

　
●

外
出
後
は
手
洗
い
、
う
が
い
を

心
が
け
る

●

せ
き
や
く
し
ゃ
み
等
の
症
状
が

あ
る
人
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用

︵
症
状
が
な
い
人
も
人
混
み
の

多
い
場
所
に
外
出
さ
れ
る
場
合

に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
︶

●

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

と
適
度
の
運
動
、
十
分
な
休
養

︵
抵
抗
力
を
高
め
る
︶

●

適
度
な
湿
度
の
保
持
︵
五
十
〜

六
十
％
︶

●

定
期
的
に
換
気
︵
一
時
間
に
一

回
程
度
︶

●

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
防
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
症
を
抑
え
る
効
果
や
、

か
か
っ
た
際
の
重
症
化
を
防
ぐ

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
予
防
接
種
の
効
果
が

期
待
で
き
る
の
は
、
接
種
し
た

二
週
間
後
か
ら
五
か
月
程
度
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
十
二
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

二
十
三
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

﹁
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
﹂
こ

と
が
大
切
で
す
。
外
出
を
控
え
、

安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
同
居
し
て
い
る
家
族
、
特
に
、

重
症
化
し
や
す
い
高
齢
の
方
や
、

お
子
さ
ま
な
ど
に
は
な
る
べ
く
接

触
し
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

熱
が
下
が
っ
た
後
も
、
二
日
程

度
は
他
の
人
に
う
つ
す
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
熱
が
下
が
り
症
状
が

な
く
な
っ
て
も
、
二
日
間
は
自
宅

療
養
が
望
ま
し
い
で
す
。

ま
た
、
脱
水
予
防
の
た
め
に
も

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う
。治

療
薬
と
し
て
は
、
体
内
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖

を
抑
え
る
﹁
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
薬
︵
点
滴
や
飲
み
薬
、

吸
入
薬
な
ど
︶﹂
が
あ
り
ま
す
。

※
次
の
症
状
が
出
た
場
合
は
重
症

化
の
サ
イ
ン
で
す
。
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
の
場
合

・
け
い
れ
ん
し
て
い
る

・
呼
び
か
け
に
こ
た
え
な
い

・
呼
吸
が
速
く
、
苦
し
そ
う

・
顔
色
が
悪
い
︵
青
白
︶

・
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

・
症
状
が
悪
化
し
て
き
た

大
人
の
場
合

・
呼
吸
困
難
や
息
切
れ
が
あ
る

・
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る

・
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
い
る

・
症
状
が
悪
化
し
て
き
た

☎44−5010　IP050−3438−7872

11月4日㈫ 9時〜11時30分

12月9日㈫ 午前と午後

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法

〜
か
か
ら
な
い
工
夫
と
、

う
つ
さ
な
い
配
慮
〜

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に         

か
か
っ
た
時
は
？

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

と
こ
ろ

会
　
費

○

ゆ
っ
く
り
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

無
理
の
な
い
筋
ト
レ
体
操
を
行

い
ま
す
。
楽
し
く
お
話
し
し
な

が
ら
体
操
を
し
ま
せ
ん
か
？

十
一
月
二
十
六
日
㈬

十
四
時
〜
十
六
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

月 

五
百
円

特
定
健
診
は
十
一
月
末
日

ま
で
受
診
可
能
で
す
。
ま
だ

の
方
は
お
早
め
に
受
け
に
行

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

年
に
一
度
自
分
の
身
体
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！

特
定
健
診
は

   

お
済
み
で
す
か
？

も
ち
も
の
　
タ
オ
ル
・
お
茶
な
ど

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す
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健
康
教
室
開
催
し
ま
し
た

● 

市
宇
地
区
運
動
教
室

市
宇
地
区
の
毎
月
定
例
会
の

中
で
、
保
健
師
が
三
十
分
程
度

運
動
教
室
を
行
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
十
月
十
日
も
参

加
し
、
地
区
の
方
々
と
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
し
た
。

● 

上
勝
町
診
療
所
と
の
健
康
教
室

上
勝
町
診
療
所
職
員
並
び
に

自
治
医
科
大
学
実
習
生
、
そ
し

て
保
健
師
が
、
八
月
と
九
月
に

そ
れ
ぞ
れ
高
鉾
公
民
館
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

寝
た
き
り
予
防
、
認
知
症
予
防
、

そ
し
て
終
活
に
つ
い
て
の
内
容

で
し
た
。
多
く
の
方
々
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。住

民
課
保
健
師

インフルエンザ予防接種について 

上勝町内で接種される方

上勝町診療所と福原診療所で実施します。 

どちらも予約は不要です。ぜひ、この機会に接種してください。

■日　時（上勝町診療所）11月11日③ ９：00～11：30、15：00～16：30

　　　　　　　　　　　　11月15日⑦ ９：00～11：30

　　　　　　　　　　　　11月25日③ ９：00～11：30、15：00～16：30

　　　　　　　　　　　　12月６日⑦ ９：00～11：30

　　　　（福原診療所）　12月３日④ 13：00～15：00

　　　　　　　　　　　　12月17日④ 13：00～15：00

　　　　　　　　　　　　原則として上記以外の日時には、インフルエンザ予防接種は行いません。

■費　用　６か月〜３歳未満　１回　1,200円（２回の接種が必要です。）

　　　　　３歳〜13歳未満　  １回　1,800円（２回の接種が必要です。）

　　　　　13歳以上　　　　　　　  3,000円（65歳以上の上勝町民に限り1,500円です。）

　　　　　※生活保護世帯の方は無料

■お問い合わせ先　上勝町診療所〔電話 44−5010〕〔IP電話  050−3438−7872〕

上勝町外で接種される方

接種費用助成について（償還払い方式での助成となります）

■対象者　①65歳以上の方

　　　　　②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活

　　　　　　が極度に制限される程度の障害やヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害

　　　　　　で日常生活がほとんど不可能な程度の障害がある方（身体障害者手帳1級相当）

　　　　　③生活保護世帯に属する方

　　　　　※①、②、③ともに上勝町民に限る

■手続き　①接種前に住民課保健師までご連絡ください。 

　　　　　　　接種にあたり、上勝町長から接種を依頼する「依頼状」が必要となります（健康

　　　　　　被害救済制度の対象となる定期接種扱いにするため）。接種１週間前までに、

　　　　　　ご連絡ください。

　　　　　②接種後以下のものを持って住民課もしくは支所までお越しください。    

　　　　　　・予防接種済証（写し）　　・領収証　　・印鑑

　　　　　　・助成金の振り込みを希望する通帳

■助成額   限度額1,500円（生活保護世帯の方は全額助成）

　　　　　※ただし、接種料金が3,000円未満の場合は、その額の２分の１とします。 

■お問い合わせ先　住民課 
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上
勝
町
ま
る
ご
と

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

講  

座

 

日 

時

十
一
月
十
六
日
㈰

 
 

十
三
時
〜
十
五
時

 

会 

場

上
勝
町
旭

 
 

田
野
々
の
棚
田

 
 

※
雨
天
時
は
、
旭
へ
き
地
集
会
室

︵
旧
旭
小
学
校
体
育
館
︶

 

内 

容
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
、
合
唱 

他

︵
詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
︶

 

駐
車
場

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

 
  

グ
ラ
ウ
ン
ド

で
き
る
限
り
乗
り
合
わ
せ
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

 

お
問
い
合
せ
先

☎
〇
九
〇
ー
四
三
三
三
ー
八
八
七
八

出
ら
れ
な
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

主 

催
棚
田
の
音
色
実
行
委
員
会

 

共 

催

座
・
あ
さ
ひ

 

後 

援

上
勝
町

上
勝
町
教
育
委
員
会

第
十
三
回

棚
田
の
音
色

Ό
大
地
に
さ
さ
げ
る
音
楽
祭
Ό

地
域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
事
業

を
展
開
し
地
域
経
済
の
活
性
化
を
活

性
化
を
図
る
た
め
、
自
然
体
験
活
動

の
指
導
者
育
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ご
近
所
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

  

日

時 

十
一
月
二
十
九
日
㈯

   

十
九
時
〜
二
十
一
時

  

場

所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

  

内

容

自
然
体
験
活
動
と
地
域

  

話
題
提
供

上
勝
町
の
自
然
体
験
素
材
と
展
開

・
徳
島
大
学

客
員
教
授

澤 

田 

俊 

明 

氏

・
上
勝
自
然
体
験
学
習
研
究
会

代
表

坂
本
真
理
子 

氏

  

講

座

自
然
体
験
活
動
と
地
域

・
︵
特
非
︶自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会

代
表
理
事

佐 

藤 

初 

雄 

氏

  

協

力

上
勝
自
然
体
験
学
習
研
究
会

企
画
環
境
課

  

作
業
内
容

道
路
沿
線
の
除
草
及
び
枝
打
ち
、

側
溝
土
砂
取
除
き
な
ど

  

採
用
予
定
人
数 

一
名

  

条

件

・
日

給

一
万
円
／
日
程
度

・
そ
の
他

時
間
外
手
当
、
通
勤
費
別
途

支
給
、
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険
の
加
入

  

就
業
場
所

上
勝
町
内
︵
現
場
︶

  

勤
務
時
間

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分

︵
状
況
に
よ
り
、
時
間
外
・
休

日
勤
務
あ
り
︶

  

任
用
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
中
旬
〜

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

  

応
募
資
格

・
概
ね
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
方
︵
離
職
者
︶

・
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
方

・
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

・
草
刈
機
で
の
作
業
経
験
が
あ

る
方

  

応
募
期
間
及
び
締
切
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
㈫

〜
十
一
月
十
日
㈪
必
着

  

提

出

物

履
歴
書
︵
市
販
の
履
歴
書
一
通

に
写
真
貼
付
の
こ
と
︶

  

試
験
の
内
容

面
接
な
ど
に
よ
る
選
考
試
験

※
日
時
な
ど
は
応
募
者
に
、
後

日
連
絡
し
ま
す
。

  

お
申
し
込
み
先
、

  

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
七
一
ー
四
五
〇
一

勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
福
原
字
下

横
峯
三
番
地
一

上
勝
町
役
場
建
設
課

☎
〇
八
八
五
ー

四
六
ー

〇
一
一
一

I P
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

八
〇
七
一

上
勝
町
ま
る
ご
と

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

講  

座

建
設
課
臨
時
職
員
募
集

道
路
等
修
路
作
業
の
た
め
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

案 内 板
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5 6 7

午　　後

12 13 14

午　　後

19 20 21

午　　後

午　　後

月

5　4　※　3 6 7

12　11　※　10 13 14

19　18　※　17 20 　21　※　

26　25　※　24 27 28

火 水 木 金

午　前
医 科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

歯　　科

午　後

午　前
医 科

医 科

医 科

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

水 木 金

11月担当医表
（上勝町診療所） 電　話 44−5010

IP電話 050−3438−7872
FAX 44−5011

医科受付　8時30分〜11時30分/14時〜16時30分
歯科受付　8時30分〜11時30分/13時〜16時30分

（上勝町福原診療所）
電　話 46−0302
IP電話 050−3438−8001
FAX 46−0302医科受付　13時〜16時30分

26 27 28

振替休日

　障害者の支援、相談を受付けています。障

害者手帳の取得、補装具、住宅改修、居宅サー

ビスなどどんなことでもお手伝いいたします。

お気軽にお電話ください。

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ごみステーション
廃タイヤ…１㎏まで毎に100円

家電製品……有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税

納期限 平成26年12月１日㈪

町 県 民 税
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介 護 保 険 料

２期分

３期分

４期分

４期分

督促状の出るもの

後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介 護 保 険 料

４期分

５期分

５期分

　納期限は10月31日㈮でしたが、まだ
未納の方が見受けられます。未納者には、
11月20日㈭に督促状を送付します。
　早急に納めてください。

毎週木曜日　19時〜21時

場所：役場支所
受講料無料

お申し込み・お問い合わせ
教育委員会（☎45−0111）

英 会 話 教 室

11月20日㈭  13時〜16時30分

コミュニティセンター
　家庭内・近隣との悩みごとなどお気軽に
ご相談ください。
　なお、法務局係員が来所します。

心 配 ご と 相 談

11月22日㈯  ９時〜正午
※毎月第４土曜日９時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

文化の日

樫　　原木　　下

樫　　原

樫　　原

木　　下

樫　　原

木　　下

木　　下

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木下・樫原

樫　原

樫　原

樫　原

木　下

木　下

樫　原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

木　下

木　下

木　下

樫　原

樫　原

木下・樫原

樫　原

木　下

木　下

住　吉

木下・樫原

木　下

木下・樫原

木　下

樫　原

木　下

※４日午後は、木下医師は往診です。
※18日は、樫原医師のみで担当します。
※21日午前は、樫原医師のみで担当します。
※11日㈫、15日㈯、25日㈫はインフルエンザ予防接種の日です。詳細は23ページをご参照ください。

　11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です。この機会
に、子ども・若者育成支援について、一人一人が自らの問題
として、家庭や学校はもちろん職場や地域社会などでも考え
てみませんか。

子ども・若者育成支援強調月間子ども・若者育成支援強調月間
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鳥インフルエンザ

発生予防を！発生予防を！

消毒液の無料配布
について

県
道
徳
島
上
那
賀
線
沿
い
の
景

観
整
備
の
た
め
に
、
地
域
の
安
全

を
守
る
会
、
各
名
、
建
設
業
協
会

な
ど
の
ご
協
力
を
得
て
、
次
の
予

定
で
県
道
の
雑
草
・
雑
木
な
ど
の

伐
採
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。
年
末
で
お
忙
し
い
時
期
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
道
美
観
の
た

め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●

実
施
日

十
二
月
七
日
㈰ 

※
雨
天
時

中
止
︵
小
雨
決
行
︶

●

集
合
時
間

八
時

●

終
了
時
間

十
五
時
︵
予
定
︶

●

集
合
場
所

高
鉾
地
区
の
方
▼
高
鉾
公
民
館

福
原
・
生
実
地
区
の
方

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

旭
地
区
の
方

▼
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

●

作
業
内
容

①
草
刈
・
雑
木
伐
採

②
伐
採
木
な
ど
の
処
理

●

準
備
物

作
業
が
出
来
る
服
装
、
軍
手
、

お
弁
当
な
ど
の
ご
準
備
を
各
自
で

お
願
い
し
ま
す
。

①
の
作
業

草
刈
機
、
鎌
、
鋸
、

鉈
な
ど

②
の
作
業

熊
手
な
ど

●

実
施
方
法

★
高
鉾
地
区
の
方

町
境
よ
り
奥
向
け
に
作
業
を
行

い
、
奥
か
ら
の
合
流
地
点
ま
で
。

★
福
原
・
生
実
の
方

生
実
橋
よ
り
下
向
け
に
作
業
し

高
鉾
地
区
と
の
合
流
点
ま
で
。

★
旭
地
区
の
方

八
重
地
か
ら
生
実
橋
ま
で
の
区

間
を
作
業
す
る
。

●

保

険

行
事
保
険
に
加
入
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
頂
け
る
方
は
お
名
前
と
作

業
内
容
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
に
協

力
願
え
る
の
か
、
十
一
月
二
十
六

日
㈬
ま
で
に
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

●

お
問
い
合
わ
せ
先

総 

務 

課

町
内
県
道
沿
い
の
景
観
整
備
に

       

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

  

日 

程

十
一
月
八
日
㈯

作
品
展
示

九
時
〜
十
六
時

十
一
月
九
日
㈰

作
品
展
示

九
時
〜
十
六
時

芸
能
発
表

十
三
時
〜

  

場 

所

作
品
展
示
・
芸
能
発
表

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

会
員
に
よ
る
生
花
・
手
芸
・
俳

句
、
短
歌
・
詩
・
絵
手
紙
・
写
真
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
、
園
児
・
児
童
・
生

徒
の
図
画
や
書
道
な
ど
も
併
せ
て
展

示
し
て
い
ま
す
。

九
日
に
は
、
琴
や
詩
吟
・
舞
踊
な

ど
の
芸
能
発
表
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

  

音
楽
祭

後
日
、
詳
し
い
日
程
お
よ
び
内
容

を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
新
聞
折
り
込

み
す
る
予
定
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

上
勝
町
芸
術
文
化
協
会
主
催

上勝町体育協会主催

上
勝
町

芸
術
文
化
祭
の

  
開
催
に
つ
い
て

第24回

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日

時

十
一
月
三
十
日
㈰

十
三
時

開
会

場

所

傍
示
社
会
体
育
館

要

項

●
試
合
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
と
し
ま
す
。

●
町
内
に
在
住
す
る
者
、
も
し
く
は
町

内
の
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
勤
務
す

る
者
が
作
る
チ
ー
ム
で
あ
れ
ば
、
年
齢
、

男
女
混
合
な
ど
い
ず
れ
の
制
約
も
受

け
ま
せ
ん
。

参
加
お
申
し
込
み

十
一
月
十
九
日
㈬
︵
必
着
︶
ま
で
に
チ

ー
ム
の
名
簿
を
教
育
委
員
会
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
六
月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た

日
程
を
左
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

　愛玩鳥（鶏、チャ
ボ、烏骨鶏など）を

屋外で飼育している方を対象
に、消毒液の無料配布をしま
すので、希望者は産業課まで
お越しください。

お問い合わせ先　産業課



27

放
送
大
学 

四
月
入
学
生
募
集

ご
縁
談
に
つ
い
て
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
を
希
望

さ
れ
る
独
身
男
女
の
方
、
親
御
様
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日

時

十
一
月
十
六
日
①

十
時
Ό
十
二
時

■
場

所

高
鉾
公
民
館
一
階
会
議
室

■
相
談
員

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー 

二
名

■
お
問
い
合
せ
先

か
み
か
つ

Ｑ
ぴ
っ
と
事
務
局

︵
教
育
委
員
会
内
︶
☎
四
五
ー
〇
一
一
一

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と

か
み
か
つ
Ｑ
ぴ
っ
と

秘
密
及
び
個
人
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　なじみの深い日本の近代史から経営のヒントをつか

みたいと考えています。奮ってご参加ください。

  日　　時 　11月20日㈭ 17時30分〜19時30分

  場　　所 　月ヶ谷温泉　１階　ムーン

  参 加 費 　無料

  参加資格 　どなたでも参加できます

  講　　師 　歴史の学校 統括講師　藤城　徹 氏

  主　　催 　徳島県商工会連合会 上勝町商工会

  申し込み先 　上勝町商工会 

　　　　　　　☎46−0108　　FAX 46−0309
　　　　　　　メール tsc i0200@tsc i .or . jp

歴史から学ぶ
　経営と商売のヒント

〜消費税転嫁対策セミナー

歴史好きにも事業所様にも楽しい講演です

身
体
障
が
い
者

巡
回
相
談
の

実
施
時
間
の
変
更

上
勝
町
広
報
紙
十
月
号
、
十

七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
身

体
障
が
い
者
巡
回
相
談
実
施
時

間
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

変
更
内
容
は
、
時
間
の
み
と

な
っ
て
お
り
、
相
談
科
目
、
場
所

に
つ
い
て
は
変
更
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

再
度
、
確
認
い
た
だ
き
、
ご
利

用
希
望
の
場
合
は
、
予
約
制
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
課

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

    

変 

更 

後

開

催

日

十
一
月
十
七
日
㈪

受
付
時
間

十
時
〜
十
一
時

    
変 
更 

前

開

催

日

十
一
月
十
七
日
㈪

受
付
時
間

十
四
時
〜
十
五
時

  

お
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
〇
八
八
ー

六
三
一
ー

八
七
一
一

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
平
成
二
十
七
年
四
月
の
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●

募
集
の
種
類

教
養
学
部

科
目
履
修
生

︵
六
カ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
︶

選
科
履
修
生

︵
一
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
︶

全
科
履
修
生
︵
四
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
目
指
す
︶

大
学
院

修
士
科
目
生

︵
六
カ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
︶

修
士
選
科
生

︵
一
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
︶

●

出
願
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
㈪
〜
平
成
二
十
七
年
二

月
二
十
八
日
㈯
、
三
月
一
日
㈰
〜
三
月
二
十
日
㈮

資
料
請
求

無
料

●

お
問
い
合
せ
先

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
〇
八
八
ー
六
〇
二
ー
〇
一
五
一

〒
七
七
〇
ー
〇
八
五
五

徳
島
市
新
蔵
町
二
丁
目
二
十
四
番
地

徳
島
大
学
日
亜
会
館
三
階

放
送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー
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2F1F

平間町営住宅
101号室（単身用）

平間町営住宅
108号室（世帯用）

喰田町営住宅

喰
田
町
営
住
宅
な
ら
び
に
平

間
町
営
住
宅
に
お
い
て
四
戸
、

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

町
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
低
所
得
者
の
た
め
に
建

て
ら
れ
た
賃
貸
住
宅
で
す
。

町
単
独
住
宅
な
ど
と
は
異
な

り
、
公
営
住
宅
法
や
上
勝
町
営

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
な
ど
に
よ
り
入
居
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
基
準
に
適
合
し
な
い
方

は
入
居
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

入
居
資
格
な
ど
を
ご
確
認
の

う
え
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
み
さ
れ
る
方
は
、

地
域
の
自
治
組
織
に
加
入
で
き

る
方
に
限
り
ま
す
。

   

募
集
住
宅
の
概
要

①
喰
田
町
営
住
宅

所
在
地

大
字
福
原
字
栩
ヶ

谷
八
十
一
番
地

構

造

木
造
二
階
建

︵
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
︶

入
居
対
象

世
帯

募
集
戸
数

二
戸

︵
一
ー
一
、二
ー
一
︶

②
平
間
町
営
住
宅

所
在
地

大
字
福
原
字
平
間

四
十
二
番
地
一

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
平
屋
建︵
二
Ｄ
Ｋ
︶

入
居
対
象

世
帯
・
単
身

募
集
戸
数

二
戸

︵
一
〇
八
・
一
〇
一
︶

   

入
居
申
込
受
付
期
限

十
一
月
四
日
㈫
〜
十
一
月
十

八
日
㈫
十
七
時
ま
で
︵
受
付
期

限
ま
で
に
、
お
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
場
合
は
随
時
受
付
︶

平
成
二
十
六
年
十
二
月
入
居
予
定

   

入
居
申
込
が
で
き
る
資
格

①
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

②
同
居
す
る
親
族
︵
内
縁
関
係

に
あ
る
方
及
び
婚
約
者
を
含

む
︶
が
い
る
こ
と
。

③
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

・
収
入
基
準

所
得
月
額
が
十
五
万
八
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と

︵
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者

世
帯
及
び
子
育
て
世
帯
は
二

十
一
万
四
千
円
︶

所
得
月
額
と
は
、
本
人
及

び
同
居
者
の
合
計
所
得
金
額

︵
経
費
控
除
後
の
金
額
︶
か

ら
諸
控
除
額
︵
同
居
親
族
控

除
、
障
が
い
者
控
除
な
ど
︶

を
差
し
引
い
て
十
二
カ
月
で

割
っ
た
金
額
。

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

⑤
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

⑥
申
込
者
及
び
同
居
す
る
親
族

が
、
国
税
、
地
方
税
の
滞
納

を
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑦
原
則
と
し
て
、
地
域
の
自
治

組
織
に
加
入
す
る
こ
と
。

   

家
賃
な
ど

①
家
賃入

居
さ
れ
る
世
帯
の
収
入

及
び
部
屋
に
よ
っ
て
、
毎
年
度
、

家
賃
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

二
万
円
〜
四
万
円
位
／
月

②
共
益
費

・
喰
田
町
営
住
宅

無
し

・
平
間
町
営
住
宅

五
千
五
百
円
／
月

   

お
申
し
込
み
方
法

建
設
課
も
し
く
は
上
勝
町
役

場
支
所
に
あ
り
ま
す
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る
親

族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
及
び

連
帯
保
証
人
︵
二
名
︶
の
所
得

証
明
書
︵
平
成
二
十
六
年
度
︶
、

納
税
証
明
書
︵
平
成
二
十
五
年

度
︶
と
合
わ
せ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
連
帯
保
証
人
の
二
名

は
保
証
能
力
が
あ
り
、
か
つ
国

税
・
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
方

を
選
任
し
て
く
だ
さ
い
。

   

選
考
方
法

受
付
期
限
ま
で
に
複
数
の
申

込
が
あ
っ
た
場
合
は
、
上
勝
町

営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
、
同
施
行

規
則
に
よ
り
入
居
者

を
選
考
し
ま
す
。

   

注
意
事
項

町
営
住
宅
で
は
犬

猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の

飼
育
は
禁
止
し
て
お

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

☎
四
六
ー
〇
一
一
一

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

喰

田

・

平

間
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町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

俳 
句

短 

歌

木
洩
れ
日
は
ま
だ
ら
に
落
ち
ぬ
と
り
か
ぶ
と
　
　
あ
つ
子

畑
好
き
曾
孫
マ
マ
よ
り
虫
が
す
き 　
　
　
　
　
　
恵
美
子

鳥
か
ぶ
と
武
人
の
ご
と
し
野
に
揺
れ
る
　
　
　
　
千
　
恵

宵
闇
や
声
か
け
下
り
る
宮
小
径
　
　
　
　
　
　
　
弘
　
子

鎌
の
下
伏
せ
る
虫
に
草
残
し
　
　
　
　
　
　
　
　
枇
　
呂

よ
い
や
み
の
月
を
待
つ
間
の
読
書
か
な
　
　
　
　
詩
　
江

す
ず
虫
の
リ
ー
ン
一
声
心
晴
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
妙

松
茸
の
土
瓶
蒸
し
な
ど
味
三
昧
　
　
　
　
　
　
　
善
　
男

松
茸
の
味
も
香
り
も
遠
く
な
り
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
ヱ

ひ
つ
じ
田
に
夕
日
写
し
て
明
日
は
晴
れ
　
　
　
　
恭
　
子

朝
市
に
香
る
松
茸
値
段
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
美
代
子

ど
こ
か
ら
か
焼
き
松
茸
の
香
り
く
る
　
　
　
　
　
米
　
子

友
垣
の
墓
地
に
集
い
て
秋
彼
岸
　
　
　
　
　
　
　
周
　
泉

市宇地区 芋掘り体験

詩

靜
寂
き
わ
め
る
　
渓
谷
銚
子
崖

自
然
保
護
の
天
然
生
物
サ
ン
シ
ョ
ウ
魚
の

生
息
地
で
も
あ
り
　
さ
ら
に
珍
鳥
の
水
鳥

口
ば
し
ま
っ
赤
　
全
く
の
　
希
少
渡
り
ど
り

赤
シ
ョ
ー
ウ
ビ
ン
　
高
貴
美
麗
　
鳴
き
声
は

数
キ
ロ
の
山
並
に
す
き
通
る
　
特
長
の
響
き

此
の
鳥
な
ら
で
し
か
な
い
　
し
か
し
昨
今
永
ら
く

見
な
い
聞
か
な
い
　
ま
ぼ
ろ
し
の
鳥

も
う
一
度
き
き
た
い
　
あ
の
声
を

信
　
一

御
嶽
山
の
噴
火
に
逢
い
し
人
々
の
運
命
の
儚
さ
し
み
じ
み
思
う
　
　
　
　
　
　
　
三
　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を
ふ
る
わ
せ
て
百
舌
の
一
声
秋
深
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
子

い
た
ず
ら
に
時
は
過
ぎ
ゆ
き
コ
ス
モ
ス
の
庭
い
ち
め
ん
に
咲
き
あ
ふ
れ
お
り
　
　
美
恵
子

何
と
な
く
年
を
重
ね
し
人
生
に
米
寿
の
祝
い
お
こ
が
ま
し
く
あ
り
　
　
　
　
　
　
あ
や
子

オ
タ
ア
サ
ン
村
中
ひ
び
く
孫
の
声
前
髪
切
っ
て
お
化
粧
を
し
て
　
　
　
　
　
　
　
節
　
子

再
び
と
帰
ら
ぬ
笑
顔
妹
の
面
影
追
え
ば
ゆ
れ
る
コ
ス
モ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
美
子

這
い
松
の
か
げ
に
遊
べ
る
雷
鳥
の
御
嶽
噴
火
を
如
何
に
耐
え
し
か
　
　
　
　
　
　
た
み
江

太
陽
に
燃
え
て
咲
く
咲
く
彼
岸
花
暑
き
内
に
も
す
ず
風
さ
や
か
　
　
　
　
　
　
　
茂
　
美

十
五
夜
の
月
に
向
か
っ
て
飛
び
跳
ね
る
う
さ
ぎ
に
な
り
た
し
お
団
子
た
ち
は
　
　
秀
　
策

黄
金
色
に
土
を
染
め
た
る
金
木
犀
散
り
て
は
か
な
し
香
り
ほ
の
か
に
　
　
　
　
　
米
　
子

「たんぼたんぼ」での稲刈り体験

◆ 彩保育園 ◆

◆ 上勝小学校 ◆

は
た
け
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平成26.10.１現在

戸籍の窓口

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

1
1

平
成

2
6
年

1
1
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

5
2
4

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

９月の視察来町者数平成26年

件　　　　　　  名2 6 2 2 5

ありがとうございました

（敬称略）彩保育園

品名など 住所 氏名・団体

　 竹 　

お 菓 子

　 栗 　

脱 穀

脱穀・野菜苗植え指導

籾 落 と し

お菓子・稲刈りお手伝い

稲 刈 り

紙 風 船

芋掘り体験・薩摩芋

傍 示

正 木

正 木

傍 示

傍 示

　旭　

正 木

正 木

正 木

正 木

正 木

正 木

正 木

正 木

正 木

　旭　

手 水 正 子

清 田 祐 志

新 開 智 志

野 田 實 隆

野　田　さち子

谷 奥 亀 市

片　山　美代子

竹 内 通 雄

片 山 將 夫

川　上　フサ子

森 本 米 子

明 本 恭 子

長 丸 節 子

引 地 惠

平 山 和 代

市 宇 よ ろ ず 会

栗 尾 茂 春 さん 69歳 （正木）

古 田 幸 輝 さん 96歳 （正木）

日 下 義 一 さん 85歳 （正木）

前月比

人 口
男
女

世帯数

1,755人（△６）
829人（△５）
926人（△１）
846戸（△３）

高齢化率　51.00％

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

570人（△1）
306人（△1）
246人（　0）
293人（△1）
340人（△3）

255戸（△1）
146戸（△1）
125戸（　0）
143戸（　0）
177戸（△1）

つつしんでご冥福をお祈りします

インターネット及びCATV・I P電話サービス
適用消費税率変更のお知らせ

インターネット及びCATV・I P電話サービス
適用消費税率変更のお知らせ

詳しい内容については、下記センターに問い合わせください。

NTTビジネスソリューションズ株式会社
四国支店 地域情報センタ

0120－960－138　ＩＰ 050‐3438‐9877
受付時間　９時～17時（平日）

　平成26年４月１日より消費税率の変更（消費税率及び地方

消費税率の引き上げにより、５％から８％へ変更）に伴い、消

費税率変更分を加算させていただいております。

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

日　　時 救急病院名

11月２日㈰
11月４日㈫
11月６日㈭
11月８日㈯
11月10日㈪
11月12日㈬
11月14日㈮
11月16日㈰
11月18日㈫
11月20日㈭
11月22日㈯
11月24日㈪
11月26日㈬
11月28日㈮
11月30日㈰

勝 浦 病 院
上勝町診療所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
上勝町診療所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院

十
一
月
の
一
般
廃
棄
物

収
集
予
定
日

上勝町消防防災基金

金 石 精 一 様（生実）

　エコドライブのノウハウと実践方法を学ぶ
ことができる「エコトレーニング徳島2014」が開催されます。

【日　時】　平成26年11月15日㈯　13時〜16時

【場　所】　徳島県運転免許センター
　　　　　（板野郡松茂町満穂字満穂開拓1番地１）

【費　用】　JAF会員  1,028円
　　　　　一　　般  2,057円

 （傷害保険料、消費税を含む）

【お申し込み】　11月７日㈮までに「JAF徳島支部 エコトレー
ニング徳島係（土日祝を除く9：30〜17：30）に
電話（088−625−6511）でお申し込みください。

【主　　催】　一般社団法人日本自動車連盟（JAF）徳島支部・
とくしま環境県民会議・徳島県地球温暖化防止
活動推進センター・徳島県

ご寄付の有志を尊重し、有効に活用させてい
ただきます。格別のご芳志、誠にありがとう
ございました。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

ア
カ
デ
ミ
ー

☎
四
四
ー
六
〇
八
〇

I P
〇
五
〇
ー

三
四
三
八
ー

九
五
四
五

お
問
い
合
せ
先

・
十
七
日
㈪

生

実

地

区

・
十
八
日
㈫

傍

示

地

区

・
十
九
日
㈬

正

木

地

区

・
二
十
日
㈭

八
重
地
地
区

市

宇

地

区

福

原

地

区

・
二
十
一
日
㈮

田
野
々
地
区

エコドライブ講習会

「エコトレーニング徳島2014」の
参加者募集！


